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 平成３０年第２回平取町議会定例会 （開 会 午前９時３０分）

議長 おはようございます。ただいまより本日の会議を開きます。ただいまの出席議

員は１２名で会議は成立します。 

日程第１、会議録署名議員を指名します。会議録署名議員は会議規則第１２２

条の規定によりまして、８番貝澤議員、９番高山議員を指名します。 

日程第２、議案第１４号平成３０年度平取町一般会計予算、 

日程第３、議案第１５号平成３０年度平取町国民健康保険特別会計予算、 

日程第４、議案第１６号平成３０年度平取町後期高齢者医療特別会計予算、 

日程第５、議案第１７号平成３０年度平取町介護保険特別会計予算、 

日程第６、議案第１８号平成３０年度平取町簡易水道特別会計予算、 

日程第７、議案第１９号平成３０年度平取町国民健康保険病院特別会計予算、

以上、議案６件を一括して議題とします。これより平成３０年度各会計予算に

かかわる提案説明を求めますが、最初に予算説明資料に基づく各会計予算、総

括概要についての説明をいただき、その後に一般会計より順次各会計の説明を

お願いいたします。それでは平成３０年度各会計予算の概要並びに一般会計予

算について提案説明を求めます。総務課長。 

総務課長 議案第１４号、平成３０年度平取町一般会計予算の説明をさせていただきます

が、ただいま、議長より求められましたので初めに予算の概要について説明い

たします。平成３０年度予算説明資料の２ページをお開き願います。平成３０

年度各会計予算総括であります。一般会計の総額は（Ａ）平成３０年度は６０

億２７００万円、２９年度と比べた増減（Ａ）－（Ｂ）は１億２９００万円、

２．１％の減額となっております。次に５つの特別会計の総額は３６億１９６

３万３千円、２９年度と比べた増減では２億４７５０万６千円、７．３％の増

加となり一般会計、特別会計を合わせた２９年度の予算規模は９６億４６６３

万３千円となり、２９年度に比べ１億１８５０万６千円、率にして１．２％の

増加となっております。平成３０年度各会計予算は、第６次総合計画の財政計

画及び実施計画に基づき持続可能な財政構造の構築を意識し経常的経費の節減

に努めながら、町民ニーズに対応した投資的経費への重点配分に努めたところ

であります。それでは各会計の予算について概要を説明いたします。主なもの

について申し上げます。３ページ、平成３０年度一般会計歳入歳出予算款別内

訳をご覧願います。歳入、１款町税は４億８７６３万３千円で、２９年度に比

べ０．５％の増加となっております。２款から１１款につきましては、２９年

度決算見込み及び３０年度地方財政計画に基づき積算計上をいたしておりま 

す。１０款地方交付税は２７億６５００万円と見込み２９年度対比で２．２％

の減少、１２款分担金及び負担金２３０４万６千円は、平成２９年度に携帯電

話鉄塔整備事業が完了したため電気通信事業者からの分担金の歳入が減少とな

ることから３３．８％の減額となっております。１４款国庫支出金４億７９０
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５万６千円は情報通信基盤整備推進事業補助金などの減少により２３．４％の

減少、１５款道支出金３億６６２１万７千円は国保基盤安定費負担金などの減

少により５．４％の減少、１７款寄附金１億円はふるさと応援寄附金、いわゆ

るふるさと納税の伸びを見込み７２．４％の増加となっております。１８款繰

入金３億７５００万円は５６．３％の増加で道路施設整備事業など３１事業の

財源として充当を図る予定となっております。２１款町債８億５０７０万円は

二風谷地区再整備事業など２８事業に充当し２９年度対比で６．９％の減少と

なっております。次に歳出であります。増減の率が多い款について説明をいた

します。５款農林水産業費は４億４７３２万３千円で２９年度対比２４．８％

の増加でありますが、これは野菜選別施設整備工事、中山間地域型平取南地区

農地整備事業負担金などの増加によるものが主な理由であります。６款商工費

は２億６４２２万８千円で２３．１％の増加となっております。ふるさと納税

の歳入の伸びに伴う返戻品等の増加などによるものであります。１０款災害復

旧費は７０万円で８４．９％の減少となっています。２８年の大雨災害復旧事

業が終了したことによるものであります。次に、４ページ以降の特別会計に移

ります。合計の金額と増減率については２ページでご説明したとおりですので

省略をいたします。４ページ国民健康保険特別会計は、歳入歳出それぞれ合計

７億３２９６万９千円で、２９年度対比１２．５％の減少となっております。

続いて５ページ上段、後期高齢者医療特別会計は、歳入では保険料と繰越金を

計上し、歳出では、北海道後期高齢者医療広域連合への納付金をはじめ所要経

費を計上いたしております。歳入歳出それぞれ７８３９万８千円で、２９年度

対比２．０％の増加となっております。次に下段、介護保険特別会計は歳入歳

出それぞれ４億９２７０万円で、２９年度と比べ３．０％の増加となっており

ます。続いて６ページ上段、簡易水道特別会計は歳入歳出それぞれ合計２億７

５３５万５千円で、２９年度対比５．３％の減少となっております。次に下段、

国民健康保険病院特別会計は病院事業収支では総額で７億３０４１万３千円、

２９年度対比で２．８％の減少であります。資本的収支は、収入が１３億９７

９万８千円、支出が１０億６６６７万９千円となっております。２９年度対比

で資本的収入が４０．８％、支出が１３．９％の増加となっております。資本

的支出の３款建設改良費で計上している１０億５８７５万４千円は、２９年度

から着工している新しい病院建物の建設費が主なものであります。歳入合計で

２０億４０２１万１千円、歳出合計で１７億９７０９万２千円となっておりま

す。続いて７ページ、一般会計歳出構成表についてご説明いたします。まず支

出が任意に削減できない義務的経費の合計は２１億２６３２万２千円で２９年

度対比で５．９％の増加となっております。人件費は給与改定、退職者と新規

採用者の支給額の差による増減等で０．９％の増加、医療費、措置費等の扶助

費は２９年度に比べ９．１％の増加、起債の償還にかかわる交際費は１２．６％

の増加となっております。投資的経費は１６億７１０４万６千円で２９年度対

比１６．５％の減となっております。補助金、積立金、繰出金等のその他の経



- 3 - 

費は２２億２９６３万２千円３．８％の増加となっております。８ページから

９ページについては平成３０年度一般会計の性質別・目的別・歳出分類表とな

っております。説明については省略をさせていただきます。１０ページは、２

９年度町税収入見込額であります。収入見込額合計で５億７９６万４千円、収

納率は現年課税分が９７．８％、滞納繰越分が２１．５％、合計で９３．０％

を見込んでおります。国民健康保険税及び町税収入額推移については下段の表

に記載のとおりであります。１１ページは平成３０年度町税収入見込額、１２

ページは個人町民税調定見込額調でいずれも３０年度町税収入の積算資料とな

っております。１３ページは普通交付税の推移及び一般会計公債費償還見込で

あります。普通交付税の推移は平成１６年度からの政府による三位一体の改革

により大幅に削減されて以降は、増加の傾向をたどっておりましたが、平成２

６年度以降は国の地方財政計画によって減少傾向に転じ、２９年度決算見込は

２５億４６１３万８千円となっております。交付税は国の方針によって３０年

度さらに削減されることから２４億１９００万円、２９年度に比べ１億２７１

３万８千円の減額を見込んでおり、町の歳入の半分近くを占める交付税につい

ては今後もさらに厳しい状況になるものと予想しております。起債の償還にあ

たる公債費は、平成３３年度には７億８１３６万９千円程度になるものと推計

いたしております。１４ページは基金現在高見込状況であります。基金名１の

財政調整基金から８の地域雇用創出基金までの特定目的基金が一般会計、９・

１０は特別会計分となっております。一般会計における２９年度末の基金残高

見込みは２５億５５７９万円余りで、３０年度での取崩し積立分を加えますと

平成３０年度末では２２億７８０万円程度に減少するものと見込んでおりま 

す。下段の基金名１１、金券事業分については表に記載のとおりであります。

次の１５ページから２５ページまでは平成３０年度の主要事業を掲載しており

ますが、個別の説明は省略をさせていただきます。次に２６ページであります

が、地方公営企業繰出金算出内訳で簡易水道特別会計、国保病院会計への繰出

金の算出の内訳を記載いたしております。２７ページは一般会計における地方

消費税交付金のうち社会保障施策への充当状況を示した表となっておりまし 

て、社会福祉、社会保険、保健衛生の各分野での関係経費の合計が１１億２７

０５万８千円となっており、財源として、一般財源のうち４０７８万７千円が

充てられることとなっております。２８ページから３３ページまでは、平取町

が構成町となっている一部事務組合である日高西部消防組合、平取町外２町衛

生施設組合、胆振東部日高西部衛生組合に対する平成３０年度の負担金の内訳

でありますが、これにつきましては各科目における予算説明の中で説明をさせ

ていただきたいと思います。３４ページは、町が加入している日高管内地方税

滞納整理機構に対する各町の負担金計算書となっております。３５ページから

３６ページは、町が出資する有限会社平取町畜産公社の事業に関する２９年度

の決算見込み並びに３０年度の事業目論見となっておりますが説明は省略をさ

せていただきます。平成３０年度予算説明資料に関する説明は以上であります。
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これより一般会計の予算書の説明に入ります。各科目のうち内容が恒常的で大

きな変化がないものについては説明を省略させていただきますとともに、既に

ご承知のとおり工事請負費や委託料で事業の入札等において影響が予測される

ものについては、個別の事業ごとの金額を予算書に記載しておりませんので合

わせてご理解をいただきますようお願いいたします。それでは平成３０年度平

取町各会計予算書の１ページをお開きいただきたいと思います。予算書１ペー

ジ、議案第１４号平成３０年度平取町一般会計予算についてご説明いたします。

第１条、歳入歳出予算でありますが、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ

６０億２７００万円と定めるものであります。第２項において歳入歳出の予算

の款項の区分及び当該区分ごとの金額は第１表歳入歳出予算によるとするもの

であります。第２条地方自治法の規定により債務を負担することができる事項、

期間及び限度額は第２表債務負担行為によるとするものであります。第３条地

方税については、地方自治法の規定により起こすことができる地方債の目的、

限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は第３表地方債によるとするもので

あります。それでは、歳入歳出事項別明細における歳出からご説明いたします

ので９４ページをお開きいただきたいと思います。９４ページであります。こ

れより歳出についてご説明いたします。初めに３歳出、１款１項１目議会費５

１７７万円であります。議員の報酬等、関係経費を計上いたしております。４

節共済費は、議員共済会負担金の率の改定により２９年度に比べて４１万円の

減額となっております。次に９５ページから９７ページ、２款総務費でありま

す。２款１項１目一般管理費全体で１２億３６９９万９千円を計上いたしてお

ります。２９年度に比べて８５万円の増額であります。１節報酬は２９年度よ

り２名増の準職員１３名分の普通昇給及び人事院勧告に基づく給与改定により

９３１万円の増加、２節給料は２９年度当初予算積算時との比較で２名減によ

り５１２万１千円の減額、３節職員手当は人事院勧告の給与改定に伴う勤勉手

当の増額及び管理職手当、住宅手当の増加により７５６万３千円の増額、４節

共済費は市町村職員共済組合負担金の率の上昇により２０８万４千円の増額、

７節賃金は２９年度に比べ臨時職員が３名減少しておりますが給与改定や退職

一時金の計上による増額との差し引きで２９９万６千円の減額となっておりま

す。１９節負担金補助及び交付金は自治会総合交付金が各自治会における防犯

灯ＬＥＤ化事業の整備が進んでいることによって減額することや、市町村職員

退職手当組合の負担率の低下などにより２９年度に比べ１０１２万２千円の減

となっております。次に、９８ページをお開きいただきたいと思います。２目

会計管理費１５３万８千円は出納事務に関する事務費を計上いたしておりま 

す。子育て支援医療費還元事業の金券発行にかかる印刷費などで２９年度と同

額を計上いたしております。９９ページ、３目財産管理費２５６３万２千円の

計上であります。１１節需用費修繕料は、紫雲古津新規就農者研修住宅浄化槽

の交換が完了したことなどにより２９年度に比べて４９８万８千円の減額とな

っております。１５節工事請負費は沙流川アート館管理人住宅の改修工事と振



- 5 - 

内単身者住宅の浄化槽更新工事を行うことにより、２９年度に比べて６２５万

６千円の増額となっております。１００ページ、４目町有林管理費１１７万円

であります。例年、山火事巡視を沙流川森林組合に委託する委託料であります

が、３０年度はこれに加えて１８節備品購入費で町有林や治山事業の調査のた

めに使用するドローン１台を購入する費用５０万円を計上いたしております。

１０１ページ、５目町有林造成費７００４万３千円であります。この費目は町

有林の各種整備事業などを計上いたしておりますが、１２節役務費保険料は主

に森林国営保険料で２９年度と比べ３０万３千円の増額となっております。森

林国営保険は１年目から１０年目、１１年目から２０年目まで、各１０年分の

保険料を一括してその期間の初めに支払う制度になっており、３０年度は樹齢

が１１年目に当たる町有林が多いことなどによるものであります。１５節工事

請負費は２９年度に比べ２０万６千円の減額となっておりますが、これは地な

らし事業の面積が減少したことなどによるものであります。１０２ページ、６

目広報広聴費６５０万７千円であります。１１節需用費消耗品費は２９年度に

比べ６５万２千円の減額となっておりますが、これは各町持ち回り開催により

２９年度に行った人権啓発活動が終了したことによるものであります。１３節

委託料６３万６千円は町のホームページの運用保守委託料で２９年度まで一般

管理費で計上しておりましたが実際に広報広聴係が管理していることから、３

０年度よりこの科目に移行しようとするものであります。１９節負担金補助及

び交付金は２９年度に比べて１４４万６千円増額しておりますが、これは２９

年度当初まで教育委員会の生涯学習課にあった平取町自治振興会事務局が、２

９年度に入ってから町づくりの広報広聴係に移ったことにより自治振興会補助

金の予算を移行するものであります。次に１０３ページ、７目支所費１３８８

万円で２９年度に比べて９９９万３千円増額しておりますが、これは振内合同

庁舎等の煙突改修工事を行う予算１０００万円を新たに計上したことによるも

のであります。１０４ページ、８目公平委員会費３万７千円であります。委員

会開催に伴う報酬、費用弁償を計上しております。２９年度と同額となってお

ります。次に１０５ページ、１０６ページ、９目企画費３億５０１８万円であ

ります。２９年度に比べて１億４５７万３千円の減額となっておりますが、こ

れは２９年度に実施した小平（亜別）地区における携帯電話鉄塔施設整備工事

が完了したことによって、１３節委託料で１６６５万５千円、１５節工事請負

費で５６６９万円、１８節備品購入費で１２４３万６千円減額となっているの

が主な理由であります。１９節負担金補助及び交付金は民間賃貸共同住宅整備

費助成金について、２９年度は２０００万円の予算でありましたが交付実績を

勘案し３０年度は１２００万円に減額したことなどにより、１７５６万９千円

の減額となっております。なお、住宅リフォーム助成金６００万円、町民税１％

町づくり事業補助金２００万円は、２９年度と同額の予算を計上いたしており

ます。また、新たに北海道日本ハムファイターズ応援関連の経費を９節旅費及

び１１節消耗品費、１２節役務費、１８節備品購入費などで合計１７０万円を
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計上いたしております。１０７ページ、１０目水資源対策費４０２９万３千円

であります。１４節使用料及び手数料はコピー機などの事務機器使用料の減額

などで９６万５千円減額となり、１８節備品購入費８４万６千円の増額は従来

リースで使用していた保全調査用の軽トラックを中古車の購入に切り替えるこ

とにするものであります。１０８ページ、１１目交通安全対策費４０５万１千

円であります。１１節需用費は消耗品費で交通安全指導員に貸与する被服と新

入学児童通学用のヘルメットの数が２９年度に比べて減少したことなどにより

１０万５千円の減額となっております。１１目全体で１万６千円の減額であり

ます。次に１０９ページ、１２目イオル推進対策費１１８８万３千円でありま

す。２９年度に比べて４万４千円の減額となっております。１１節需用費で車

両燃料費の実績を勘案し１４万９千円の減額となっております。１１０ページ、

１３目アイヌ文化情報センター費５２４万１千円であります。２９年度に比べ

７２万６千円の増額であります。従来機械借上料で支出していた冬期間の除雪

について３０年度には除雪機を購入し町内の団体に業務を委託する予定である

ため、１３節委託料９１万円、１８節備品購入費５４万円を増額し、１４節使

用料及び賃借料を６４万８千円減額いたしております。１１１ページ、１４目

諸費５０万２千円であります。１９節負担金補助及び交付金の日高西部防犯柔

剣道大会負担金が減額したことにより、２９年度に比べ４万２千円の減額とな

っております。１１２ページ、２款２項１目税務総務費５４万７千円です。２

９年度と同額の計上となっております。１１３ページ、２目賦課徴収費９８１

万９千円で２９年度に比べ２４１万７千円の減額となっております。１３節委

託料は平成３０年度から国民健康保険の運営が広域化されることに伴い国のプ

ログラムソフトを使うことが可能になるため国保税の算定が自前で処理できる

ことになることから、電算入力委託料が減額することなどによって２９年度に

比べて２４６万円の減額となるものであります。１１４ページ、２款３項１目

戸籍住民基本台帳費８４６万８千円であります。２９年度に比べて９５万２千

円の減額ですが、これは戸籍の電算システムを更新したことにより使用料が減

少し１４節使用料及び賃借料で２９万３千円の減額、１９節負担金補助及び交

付金４０万円の減額は町民の死亡弔慰金の予算科目を一般管理費に移したこと

によるものであります。１１５ページ、２款４項１目選挙管理委員会費６２万

８千円であります。選挙管理委員報酬など委員会運営経費を計上いたしており

ます。２９年度はこの項目の１３節委託料で期日前投票システム保守委託料を

計上しておりましたが、３０年度は次のページにある知事・道議選挙費に計上

したことなどにより選挙管理委員会費は２９年度に比べて１３万９千円の減額

としております。１１６ページ、２目北海道知事及び北海道議会議員選挙費２

７２万３千円であります。３１年３月に告示され４月に投開票が行われる予定

の知事・道議選挙のうち平成３０年度中３１年の３月末日までに必要となる経

費を計上いたしております。続いて１１７ページ、２款５項１目諸統計費４４

万２千円であります。平成３０年度は住宅土地統計調査が行われるため、これ
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に要する調査員等の報酬を計上したことなどにより２９年度に比べて２８万８

千円の増額となっております。１１８ページ、２款６項１目監査委員費１０８

万９千円であります。監査委員報酬関係事務費について計上いたしております。

３０年度は日高管内監査委員協議会の開催回数が減少することなどにより、９

節旅費で３千円の減額となっております。次に１１９ページから１２０ページ、

３款１項１目社会福祉総務費２億９９０１万５千円、２９年度に比べて３７９

万２千円の増額となっております。８節報償費で地域おこし協力隊の報償費を

新たに計上し、アイヌ文化伝統工芸に携わる人材育成を図るため１名分２０４

万円の増額となっております。１３節委託料で成年後見実施機関運営業務委託

料２００万円を新たに計上したほか、１９節負担金補助及び交付金では国の政

策により２９年度にあった臨時福祉給付金が３０年度は実施されないことから

その予算１７５５万円が減額となっております。２０節扶助費は障害者福祉サ

ービス費や身体障害者更生医療・育成医療扶助費などが増加していることから、

全体で２６２６万円の増額となっております。次に１２１ページ、２目老人福

祉費１億９４２５万５千円で２９年度に比べ３６１万８千円の減額でありま 

す。この項目は、老人福祉寮経費、老人福祉バス運行経費、デイサービス運営

費、高齢者事業団運営費、介護保険特別会計並びに後期高齢者医療特別会計へ

の繰出金などについて計上いたしております。７節賃金は権利擁護人材育成事

業に関する臨時職員の賃金１８９万９千円を計上しており、１９節負担金補助

及び交付金は老人医療療養給付費負担金の減少により８６５万９千円の減額と

なっております。１２２ページ、３目すこやか福祉基金費１５１万１千円であ

ります。単身高齢者世帯に設置している緊急通報システム管理経費等について

計上いたしております。２９年度に比べて３３万１千円の減額でありますが、

これは１２節手数料１２万２千円の減額、並びに１８節備品購入費緊急システ

ム端末装置２０万９千円の減額で新規に設置する端末装置の台数を２９年度の

実績をもとに１０台から７台にすることによるものであります。次に１２３ペ

ージ、４目福祉施設費は２４５万１千円で２９年度に比べ２１５万１千円の増

額となっております。これはびらとり温泉ゆからの施設修繕料で一般修繕３０

万円に加えて、３０年度は２年に一度実施する温泉の汲み上げポンプの点検修

繕２１５万１千円がその内訳となっております。１２４ページ、５目国民年金

費３４万９千円であります。３０年度は１３節委託料で新たに国民年金システ

ム改修業務委託料を計上したことなどにより、２９年度に比べて２４万円の増

額となっております。１２５ページ、６目生活館費３０２７万４千円でありま

す。１５節工事請負費で新たに貫気別福祉センターの駐車場整備工事を実施す

るなど、２９年度に比べて２８０万７千円の増額となっております。１２６ペ

ージ、７目共同作業場費５４６４万６千円であります。２９年度に二風谷の共

同作業場建設工事の本体工事が終了したことにより、２９年度に比べて１億７

５４０万１千円の減額となっております。３０年度は１５節工事請負費で外構

工事と代替駐車場等の整備工事を行う予定となっております。１８節備品購入
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費で共同作業場の備品２５９９万７千円を計上いたしております。次に１２７

ページ、８目介護支援費２６６万７千円であります。地域包括支援センターの

運営に関する事務的経費を計上しております。１３節委託料で３０年度から新

たに介護支援ボランティアポイント制度を始めるための事業委託料２３万４千

円、並びに介護保険対応システム改修委託料６４万８千円を計上したことによ

り、２９年度に比べてこの項目全体で９０万３千円の増額となっております。

１２８ページ、９目ふれあいセンター管理費２９３０万１千円であります。２

９年度に比べて２２８万１千円の増額であります。１１節需用費はふれあいセ

ンター建物の給水ポンプユニットの取りかえと空調機器のフィルター清掃のた

めの修繕料の増加によって需用費が１１９万３千円増額となっているほか、１

３節委託料でふれあいセンター内の看板や照明など天井からの吊りものの装置

の点検業務委託料を計上する必要性が生じたことなどにより６４万２千円の増

額となっており、建物の建設からの経過年数による経費の増加などにより、こ

の項目全体で２９年度に比べて２２８万１千円の増額を計上いたしておりま 

す。１２９ページ、１０目子ども発達支援センター費２３０万８千円でありま

す。ふれあいセンターの２階にある子ども発達支援センターの管理運営にかか

る経費を計上いたしております。１３節委託料は子ども発達専門支援委託料で、

２９年度実績に基づき３３万３千円を減額いたしております。１８節備品購入

費は２９年度に知能セットなど例年より高額なものを購入したことから３０年

度は１１万３千円減額となるなど、項目全体では２９年度に比べて５５万６千

円の減額となっております。１３０ページ、２項児童福祉費１目児童福祉総務

費２７７２万２千円であります。１１節需用費は３０年度に荷菜保育所で新た

にブランコほか遊具の修理を行いますが、２９年度に鉄棒とシーソーの部品交

換が終了したことなどから２９年度に比較して４０万５千円の減少となってお

ります。２０節扶助費はすこやか赤ちゃん誕生祝金の増加を見込んで３５万円

増額するなど、この項目全体の増減差し引きで２９年度に比べ７万８千円の増

額となっております。１３１ページ、２目児童措置費２億４４０７万７千円で

あります。１３節委託料は本町のバチラー保育園と振内保育所に入所する見込

みの園児が増加して保育所運営費が増額していることなどから、委託料全体で

２９年度に比べ１５７７万８千円の増額となっております。一方、２０節扶助

費は児童手当受給対象の児童が減少しているため、２９年度に比べて２８７万

円減額していることなどもあり、この項目全体では２９年度と比較して１２８

６万２千円の増額となっております。１３２ページ、３目児童福祉施設費２２

６万４千円であります。この科目はふれあいセンター２階のびらとり児童館及

び振内児童クラブの運営費について計上いたしております。２９年度に比較し

て４万１千円の減額となっております。７節賃金は児童厚生員代替賃金の単価

が上がったことにより２万７千円の増額となっております。 

議長 休憩します。再開は１０時３０分といたします。 
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   （休憩  午前１０時１７分） 

   （再開  午前１０時３０分） 

議長 それでは再開をいたします。総務課長。 

総務課長 １３３ページ、４款衛生費に移ります。４款１項１目保健衛生総務費２９９万

３千円の計上であります。２９年度に比較して３千円の減額となっております。

１節報酬は歯科医師に対する報酬を１０万５千円増額してフッ化物洗口と歯の

ブラッシング指導を受ける日数を年３日間から８日間に増やそうとするもので

あります。次に１３４ページから１３５ページ、２目予防費は各種予防接種経

費や健診委託料等について計上いたしております。予算は３６７１万３千円を

計上し、２９年度に比較して１０８万円増額いたしております。１８節備品購

入費は環境衛生業務に使用する公用車、軽トラックでありますが１台を更新す

る経費１３４万円を計上しております。１９節負担金補助及び交付金は不妊治

療費助成金について２９年度の実績をもとに２９年度に比べて５０万円減額を

いたしております。１３６ページ、３目保健活動費３４万４千円は保健活動業

務にかかる職員の出張旅費や事務経費を計上しております。１１節需用費及び

１２節役務費について２９年度にあった公用車の車検費用が３０年度は必要が

ないことにより、この項目全体で１１万１千円の減額となっております。１３

７ページ、４目環境衛生費１億６２３０万５千円であります。廃棄物、し尿処

理、ごみ処理負担金、有害鳥獣駆除等にかかる経費について計上いたしており

ます。２９年度に比較して４９０万２千円の増額となっております。１３節委

託料はシカ捕獲業務委託料２２８０万円並びに特定外来物防除業務奨励金２１

７万円を国からの指導により、１９節負担金補助及び交付金に科目を移したこ

となどによって２３４４万７千円の減額となっております。１９節負担金補助

及び交付金は２７９２万円増加しておりますが、これはシカ捕獲駆除奨励金な

ど１３節からの科目替え及びごみ処理対策費として平取町外２町衛生施設組合

に対する負担金及び胆振東部日高西部衛生組合への負担金が増額となったこと

によるものであります。ここで平取町外２町衛生施設組合負担金及び胆振東部

日高西部衛生組合負担金について説明いたしますので、先ほどの予算説明資料

の２９ページをお開きいただきたいと思います。予算説明資料２９ページ、平

成３０年度平取町外２町衛生施設組合負担金計算書、Ｎｏ．１について説明い

たします。上段の表１番左が費目の区分となっておりまして１番右に構成町の

負担金が記載されております。平取町の負担金は右から３列目で議会費１８万

２千円、総務費２５０５万２千円、事業費５９３４万円、公債費７３０万円、

予備費２２万９千円、合計９２１０万３千円。２９年度比較増減で１５９万６

千円の増額となっております。負担割合は、議会費は３町の均等割、その他は

均等割２０％、国勢調査人口割８０％として算出されております。次に衛生施

設組合全体としての予算規模について３０ページをご覧いただきたいと思いま
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す。３０ページ、負担金計算書Ｎｏ．２の３０年度予算額Ａ欄に記載の歳入歳

出各会計欄に記載のとおり、３０年度８億１５０万円で２９年度に比べて比較

増減Ａ－Ｂ、２４４０万円の増額となっております。これは事業費の焼却処理

施設費、焼却施設補修工事費の増加が主な理由であります。次に、胆振東部日

高西部衛生組合予算について説明いたしますので予算説明資料の３１ページを

お開き願います。３１ページ、平成３０年度胆振東部日高西部衛生組合一般会

計予算比較表について説明いたします。下段の表に歳出３０年度Ａの金額１億

８３８３万２千円で、２９年度に比較して４８４万５千円２．６％の減額とな

っております。２９年度は議員視察研修経費、車両購入費等の経費がありまし

たがそれの減少などによるものであります。次に、３３ページをお開きいただ

きたいと思います。上段、平成３０年度関係町別負担金計算書（当初）をご覧

願います。右から２列目にある平取町の負担金額は経費区分１号の議会費等と

２号の投資・公債費、３号の経常経費、合計で下から４行目の条例による算出

額Ｆに記載の２４７０万７千円であります。なお負担金の負担割合は、議会費

等については構成５町の均等割、経常経費に関しては国勢調査人口割が３５％、

収集量割が６５％となっており、平取町の負担金の負担率としては２２．７％

となっております。続いて予算書の１３８ページにお戻りいただきたいと思い

ます。予算書１３８ページ、５目墓地火葬場費２３３万２千円であります。墓

地及び火葬場の管理経費について計上いたしております。２９年度に比較して

８９万１千円の減額となっております。１１節需用費１７９万９千円は２９年

度に比べて９６万１千円の減額でありますが、これは２９年度に火葬場の火葬

炉を修理する経費と、アイヌ先祖供養儀式シンヌラッパ行うため上貫気別の墓

地を設置する事業が完了したことによるものであります。次に１３９ページ、

６目診療所費９０１万９千円であります。２９年度に比べて７０万１千円の減

額となっております。２９年度は１１節需用費修繕料で平取歯科診療所の建物

が老朽化したことによる修繕が完了したことなどにより１１９万６千円の減額

となっております。１８節備品購入費は３０年度新たに振内診療所に高圧蒸気

滅菌器を導入するため３３万５千円を計上いたしたものであります。１４０ペ

ージ、２項上水道費１目小規模給水施設費１７５３万２千円であります。町内

における無水地区の生活環境と保健衛生の向上を目的とするもので３０年度は

新たに去場地区水道配水管整備工事設計委託料を計上することにより、この項

目全体で２９年度に比べて１７３７万８千円の増額となっております。１４１

ページ、２目小規模給水施設管理費４４０万円であります。川向営農用水施設

の管理経費等について計上いたしております。２９年度に比べて１１節需用費

で、施設管理用消耗品費と施設修繕費が１５万４千円減額となっておりますが、

１３節委託料で川向営農用水施設管理委託料のうち計装機器保守点検委託料が

１５万４千円増額しており、全体として２９年度と同額となっております。１

４２ページ、４款３項１目排水処理費５８８３万円であります。雑排水処理施

設の管理経費等を計上いたしております。１３節委託料は、本町地区雑排水処
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理施設調査実施設計委託料業務と水道料金システム更新委託業務が２９年度に

完了したため、１３節委託料で１１５７万９千円の減額となっております。１

５節工事請負費では、小平地区の雑排水処理施設改修工事３５００万円が２９

年度で完了いたしましたが、３０年度に本町地区の雑排水処理施設区域の拡張

工事を新たに実施することなどから、差し引き１５００万円の減額となってお

り２９年度に合った１９節負担金補助及び交付金の中山間平取南地区ケナシ排

水管移設工事負担金９２０万円の減額など、合わせて１目廃水処理費全体で２

９年度に比べて３５７１万９千円の減額となっております。１４３ページ、こ

れより５款農林水産業費に移ります。５款１項１目農業委員会費７１１万４千

円であります。ここでは農業委員会の活動経費等について計上いたしておりま

す。農業委員会の制度改革により農業委員の人数が従来の１３人から平成２９

年７月より１０名に変更されたことなどにより、１節報酬で２７万２千円、９

節旅費で６万８千円の減額となっているほか、１１節需用費は消耗品費で農業

委員・推進員用の業務必携や委員章・推進員章、作業服の上下などを２９年度

に整備したことから３０年度は２０万円の減額となっております。１３節委託

料は２年に一度行う地籍図の現況重ね図書き込み業務委託料の増加などによ 

り、２９年度に比べて２０万５千円の増額となっており、１目農業委員会費全

体で２９年度に比較して３３万５千円の減額であります。次に１４４ページか

ら１４５ページ、２目農業振興費２億５６３１万３千円であります。農業の振

興にかかる各種事業費を計上しております。１３節委託料で紫雲古津と振内に

ある実践農場のトラクターリース料を１３０万円増加し管理業務委託料の増額

を行い、１５節工事請負費で新たに５０７６万円の予算を計上してトマト第２

選果場の選果施設の更新を行うものであります。１９節負担金補助及び交付金

は、中山間荷菜ケナシ地区排水施設整備の事業量が増加することにより町の負

担金が増額することなどにより、２目農業振興費全体で２９年度に比べて７５

１１万７千円の増額となっております。１４６ページ、３目後継者対策費５６

万円です。この項目は農業後継者対策の事務費、農村ふれあい事業補助金につ

いて計上いたしております。農村体験イベント交流会の職員旅費の見直しなど

によって２９年度に比べて１万６千円の減額となっております。次に１４７ペ

ージ、４目畜産業費４１１１万円であります。家畜共進会経費、軽種馬消流対

策費、畜産公社関係費、町営牧野管理委託料などについて計上いたしておりま

す。２９年度に比べて４０１万５千円の減額となっております。１３節委託料

で宿主別牧野草地整備について２９年度は第２牧区、これは６．１ヘクタール

でありましたが施工いたしましたが、３０年度は面積が小さい第５牧区２．５

ヘクタール分を実施するため、２９年度に比較して２９１万９千円の減額とな

っております。１４節使用料及び賃借料は町有牧野の作業用機械の一部のリー

ス期間が終了するため１３３万円の減額となるものであります。１４８ページ、

５目山村振興等農林漁業特別対策事業費３００万円であります。金額は２９年

度と同額となっております。１３節委託料は振内トマトジュース工場の管理委
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託料となっております。１４９ページ、５款２項１目林業総務費３４９万５千

円、地域緑化推進経費、林野火災予消防対策協議会経費などについて計上いた

しております。１９節負担金補助及び交付金で、沙流川森林組合の事務所等が

入る平取町環境保全普及センターの外部塗装及び駐車場の補修費用の２分の１

にあたる補助金を出す予算を計上したため、２９年度に比べ２５０万円の増額

となっております。１５０ページ、２目林業振興費１９４４万７千円でありま

す。民有林活性化推進事業等の関係経費を計上いたしております。林業の担い

手を支援するため、地域おこし協力隊１名を採用し、８節報償費で２０４万円、

１３節委託料で７５万円、１９節負担金補助及び交付金で７５万円を増額して

おりますが、同じく１９節で民有林活性化推進事業にかかる造林推進の補助対

象の面積の減少により、１１４万４千円が減額となることから２目全体で差し

引き１６４万６千円の増額となっております。１５１ページ、３目治山治水費

３２０７万円であります。生活環境保全林管理委託費及び、小規模治山事業等

について計上いたしております。２９年度に比べ１３万７千円の増額となって

おります。１３節委託料は小規模治山事業測量委託が２９年度で完了したこと

から４００万円の減額になっております。１５節工事請負費は、小規模治山事

業で２９年度に引き続き旭の水口の沢の工事を実施する予定となっておりま 

す。１５２ページ、４目林道費８４２１万４千円で、２９年度に比べ１３９０

万円の増額となっております。平成１３節委託料は３０年度新たに林道橋梁点

検診断業務委託料を計上したこと及び林道専用道開設事業として、川向地区ヌ

タップ線の整備を計画していることから２８００万円の増額となっておりま 

す。１５節工事請負費は２７年度から事業を始めているその他林道オユンベ線

改良工事が９９０万円の増額となっておりますが、芽生林道開設工事、林業専

用道芽生線が２９年度で完了したことにより差し引き１４１０万円の減額とな

っております。１５３ページ、６款商工費に移ります。６款１項１目商工総務

費１億１６４２万１千円、２９年度に比較して４１９９万１千円の増額となっ

ております。ふるさと応援寄附金、いわゆるふるさと納税の収入を３０年度は

１億円と見込み、これに伴う経費を計上したことによるものであります。１１

節需用費はふるさと納税に対する返戻品などの経費の増加を見込み、２９年度

に比べて２５２８万２千円を増額し、１３節委託料では返戻品出荷サービス業

務委託料並びにふるさと納税広告配信業務委託料で５８４万２千円を新たに計

上し、１４節使用料及び賃借料はふるさと寄附金システム利用料とインターネ

ット公金支払利用料で２１２万７千円の増額となっております。２５節積立金

は平取町ふるさと応援基金積立金として、２９年度に比べて８７４万９千円多

い２３８３万６千円を見込んでおります。１５４ページ、２目商工振興費５９

８９万９千円であります。２９年度に比べ４６２万８千円の減額となっており

ます。１９節負担金補助及び交付金で、平取町商工会補助金及び平成２９年度

に商工会館の修繕が終了したことにより、商工業振興事業補助金が２９年度に

比べて合わせて２１８万４千円の減額になっております。２１節貸付金は、中
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小企業特別融資資金貸付金及び中小企業経営改善融資資金貸付金が利用実績の

減少により２９年度に比べて２４４万４千円の減額となっております。次に１

５５ページ、３目地場産業振興費１２２万２千円であります。１９節負担金補

助及び交付金のうち地場産業振興対策補助金１００万円は地場産業の振興に寄

与すると認められる試験研究及び設備の導入に関して町が補助を行うもので、

地場産業振興融資資金利子補給費補助金２２万２千円は当該制度を利用して融

資を受けた事業者に対する利子補給となっております。２９年度に比べ１０万

８千円の減額となっているのは、利率の減少による利子額の減少によるもので

あります。１５６ページ、４目地域振興費１３万４千円であります。市街地再

開発に関する管理経費等を計上いたしております。１１節需用費消耗品費はみ

どりが丘中央線かつら通りポケットパークの花の苗代５万円となっておりま 

す。１２節役務費手数料は市街地町有地草刈り手数料ですが、２９年度の実績

を勘案し５万２千円の減額になっております。１５７ページ、６款２項１目観

光振興費２９４４万８千円であります。振内山の駅ほろしり館管理運営費、幌

尻山荘管理委託、観光協会補助金など観光振興にかかわる経費で２９年度に比

べて６７９万４千円の増額となっております。１３節委託料は、幌尻山荘管理

委託料を増額したことにより２９年度に比べて４６９万６千円の増加となって

おります。１８節備品購入費は町の公式キャラクター、ビラッキーの着ぐるみ

製作が２９年度で完了したことにより９９万円の減額となっております。１９

節負担金補助及び交付金は、２９年度社会福祉総務費にあった鵡川・沙流川Ｗ

ＡＫＵＷＡＫＵ協議会負担金を担当の所管替えにより観光振興費に移したこと

で３２２万３千円の増額となったものであります。１５８ページ、２目公園管

理費５７１０万４千円であります。すずらん群生地管理経費及び二風谷ファミ

リーランドをはじめ各公園の管理経費について計上いたしております。２９年

度対比５５５万円の増額となっております。１１節需用費修繕料で、二風谷フ

ァミリーランドのびらとり温泉ゆからの宿泊棟近くに、利用者が自分でテント

を張らなくても利用できるようにグランピングと呼ばれる常設のテントを配置

したグレードの高い造りに変更するための修繕費及びすずらん群生地の観賞道

の幅を現状より約１メートル拡幅し歩きやすくまた車椅子で観賞できるように

広くするほか、すずらん群生地の解説用の看板を改修するための修繕料を計上

したことなどで５４９万８千円の増額になっております。１３節委託料は２９

年度に比べて１０１万７千円の増額ですがこれは二風谷観光公園の面積の増加

により管理委託料を増額したことによるものであります。次に１５９ページ、

土木費に移ります。７款１項１目土木総務費６８万６千円であります。ここに

は土木関係事務費や加盟団体への負担金を計上いたしております。１９節負担

金補助及び交付金は、負担金算定方法の変更により４万円の減額となっており

ます。１６０ページ、７款２項１目道路維持費１億２８１万１千円２９年度対

比で２９５万４千円の減額であります。１３節委託料で路面性状調査委託料の

対象となる道路の長さが２９年度に比べて短くなったことなどにより、２９年
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度対比で３３４万円の減となっているのが主な理由であります。１６１ページ、

２目道路新設改良費１億７６１５万３千円であります。１３節委託料は、振内

岩知志線擁壁改修工事の実施設計委託などを行うため６５４万４千円の増額と

なっております。１５節工事請負費は振内岩知志線擁壁改修工事を新たに計上

しましたが荷菜牧場線ほか１線の改良舗装工事が２９年度に完了したため２９

年度に比べ８２２万円の減額となっております。２目全体で２９年度に比較し

て１７８万３千円の減額となっております。１６２ページ、３目橋梁維持費で

９６３０万円であります。１３節委託料は橋の老朽化を防ぐための橋梁長寿命

化修繕計画に伴う橋梁点検業務委託料を２９年度に比べて１６００万円増額し

ております。１５節工事請負費は荷菜大橋と幌毛志橋の橋梁補修工事が２９年

度で完了したことから２９年度に比べて６３０万円の減額となっており、３目

全体で９７０万円の増額であります。１６３ページ、７款３項１目河川維持費

２４８８万１千円であります。普通河川にかかる維持補修費を計上いたしてお

ります。１３節委託料でオサツナイ沢川調査設計委託料を新たに計上しました

が１５節工事請負費でタンノの沢護岸整備工事、赤石の沢河川整備工事、町民

体育館前排水路整備工事が２９年度で完了することから２０１０万円の減額と

なり、１目全体で２９年度に比べ１７１０万２千円の減額となっております。

１６４ページ、７款４項１目住宅管理費４６６４万１千円であります。町営住

宅の維持管理経費について計上しております。２９年度に比べ１９４万２千円

の増額となっております。１１節需用費は修繕料で、町営住宅の小規模修繕、

火災報知器の設置から１０年が経過し機器の寿命を迎えるため３０年度更新を

行うことなどによって、２９年度に比べて２３３万２千円の増額となっており

ます。１５節工事請負費は、町営住宅の大規模改修で浄化槽の設置費用の単価

見直しにより２９年度に比べて１００万円の減額となっております。１６５ペ

ージ、２目住宅対策費８６０万６千円の計上です。これにはアイヌ住宅改良資

金貸付金と、これにかかる経費並びに選考委員の報酬等を計上しております。

９節旅費でアイヌ住宅の競売にかかる出張旅費を実績に合わせて減額し、２目

全体で１万５千円の減額となっております。１６６ページ、３目住宅建設費３

４万４千円の計上です。２９年度に比べて８９８８万６千円の減となっており

ますが、これは去場団地の公営住宅１棟４戸の建設と浄化槽の設置等の工事が

２９年度に完了したことによるものであります。次に１６７ページ、８款消防

費に移ります。８款１項１目消防費１９節負担金補助及び交付金、日高西部消

防組合負担金２億９４０９万２千円であります。２９年度に比較して２３３１

万９千円の減額となっております。本年度、負担金が減になった要因としては

２９年度に救助資機材の整備、消防団員防火服等の整備を完了したことなどに

よるものであります。日高西部消防組合負担金について説明いたしますので予

算説明資料の２８ページをお開きいただきたいと思います。予算説明資料の２

８ページ、平成３０年度日高西部消防組合負担金について説明いたします。上

段の表の１番左の費目の区分をご覧いただきたいと思います。議会費の平取町
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負担金小計①３９万８千円、消防本部費②１８３７万９千円、ヘリ負担金③１

８万１千円、共通経費合計（Ａ）１８９５万８千円となっております。負担割

合は、議会費等が２町の均等割で、消防本部費及びヘリ負担金が財政割１５％、

人口割８０％、平均割５％となっております。次に中段の表、署・支署費等小

計で２億７３７１万円、庁舎負担金１０４万６千円、公債費等小計で８０万３

千円、構成町経費合計（Ｂ）２億７５５５万９千円、歳出合計（Ａ）＋（Ｂ）

２億９４５１万７千円、署・支署歳入（Ｄ）４２万５千円を差し引き、負担金

（Ｃ）から（Ｄ）の差し引きは２億９４０９万２千円となっております。構成

町の２町合計では９億１０９万２千円となっております。なお庁舎負担金は平

成２７年度に改築されました消防本部庁舎に関する平取町負担金１５６８万円

を２８年度から１５年分割で支出するものとなっております。次に予算書の１

６８ページにお戻り願います。予算書１６８ページ、２目災害対策費８１１万

５千円は、１３節委託料で防災ガイドマップの作成業務委託のため新たに２５

０万円を計上しております。１８節備品購入費はＪアラート・全国瞬時警報シ

ステムの新型受信機を導入するための経費などで３８７万９千円を増額し、２

目全体で２９年度に比べ６０１万７千円の増額となっております。次に１６９

ページ、９款教育費に入ります。９款１項１目教育委員会費２０４万４千円の

計上であります。教育委員の報酬及び費用弁償、教育長交際費などについて計

上しております。２９年度と同額となっております。次に１７０から１７１ペ

ージ、２目事務局費７４４６万３千円であります。１３節委託料は平取町学習

塾運営業務委託料で２９年１２月下旬から３０年１月の冬休みの期間に、中学

生高校生を対象に学力向上を目的として行った公営学習塾平取義経塾を３０年

度４月からは通年で実施するために要する経費３０００万円を当初予算で新規

に計上いたしております。２９年度に１７節公有財産購入費に計上したふるさ

と親子留学居住用ログハウス購入事業は２９年度に終了したことから、その際

の予算９７１万７千円について３０年度は減額となっております。１９節負担

金補助及び交付金は２９年度対比で７８万２千円の減額となっておりますが、

これは平取高校の生徒の減少により通学費、見学旅行補助金が減額になること

が主な理由であります。２９年度に比べて２目事務局費全体で１６８６万１千

円の増額となっております。次に１７２ページから１７３ページ、９款２項小

学校費１目学校管理費１億３９３３万３千円であります。２９年度に比べて７

１３万９千円の減額となっております。１３節委託料は児童生徒輸送運行委託

料、スクールバスの運行委託料でありますが、２９年度まで行っていた豊糠か

ら振内間のスクールバスの対象児童が３０年度はなく運行しないことなどによ

り、２９年度に比べて２６０万６千円の減額となっております。１５節工事請

負費は３０年度で紫雲古津小学校体育館屋根改修及び同校舎外壁改修工事を新

たに実施いたしますが、事業費は２９年度に行った別の工事に比べて２７０万

円の減額となっております。１７４ページ、９款２項小学校費２目教育振興費

１８２５万９千円であります。２９年度に比べて３０３万円の減額となってお
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ります。１８節備品購入費で２９年度に比べて３１０万円の減額になっており

ますが、これは２９年度は３年に１度社会科の副読本を購入する年にあたりま

したが、３０年度はこれがないことにより減額となったものであります。１７

５ページ、３目学校建設費５５５万４千円であります。１３節委託料で、建設

から３６年が経過した振内小学校校舎の大規模改修工事の設計委託料を３０年

度新たに計上するものであります。１７６ページ、９款３項中学校費１目学校

管理費４１４３万円の計上です。中学校の管理経費について計上しております。

２９年度比で３７９万４千円の減額となっております。１１節需用費は修繕料

で、平取中学校体育館照明のＬＥＤ化工事が２９年度で完了したことから８４

万３千円の減額となっております。１３節委託料は３年に１度実施している平

取中学校校舎の床と窓の清掃委託料を計上したことなどにより、２９年度に比

べて７０万３千円の増額となっております。１５節工事請負費は教員住宅の改

修工事で、２９年度に教員住宅１戸の外壁改修工事が終了したため２９年度に

比べて３５０万円の減額となっております。１７７ページ、２目教育振興費１

１５６万８千円であります。２９年度に比べて１０６万４千円の増額となって

おります。１７節公有財産購入費は、２６年度から２９年度にかけて実施した

生徒用パソコン５５台、電子黒板８台の導入と無線ＬＡＮ施設整備費の償還費

の増加で２９年度に比べ７６万２千円の増額となっております。１８節備品購

入費は中学校の道徳の指導書を新たに購入するため、２９年度に比べて６０万

円の増額となっております。１７８ページ、９款４項１目社会教育総務費１６

３１万３千円、２９年度に比べ５５万４千円の減額となっております。８節報

償費について３０年度は隔年で実施している芸術鑑賞会を開催する年に当たる

ため、出演者に対する謝金を計上したことにより２９年度に比べて２１５万４

千円の増額となっております。１９節負担金補助及び交付金はニュージーラン

ドから２名の若者を招聘して交流する青少年国際交流事業補助金を新たに計上

いたしております。２９年度当初予算に計上しておりました平取町自治振興会

補助金を広報広聴費に移したため、１９節内の差し引きで１６７万円の減額と

なっております。次に１７９ページ、９款４項２目公民館費２９１９万１千円

であります。中央公民館の管理運営費について計上しております。２９年度に

比較して２２８４万６千円の減額となっております。１１節需用費は２９年度

に比べ１０２万８千円の減額でありますが、中央公民館の大会議室のエアコン

設置が完了したことによるものであります。１３節委託料では、舞台の吊りも

のの設備装置保守点検委託料で、天井からつり下がっている照明や看板などの

保守点検を行うための予算を新たに計上いたしております。１８節備品購入費

は、２９年度に町有バス１台を更新したことから２２６６万円の減額となって

おります。 

議長 休憩します。再開は１１時３０分といたします。 
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   （休 憩  午前１１時１８分） 

   （再 開  午前１１時３０分） 

議長 再開します。 

総務課長 １８０ページをご覧いただきたいと思います。９款４項３目文化財保護費４５

１１万９千円であります。この項目は文化財審議会、二風谷アイヌ文化博物館

管理経費、アイヌ文化体験学習事業などについて計上しております。２９年度

に比べて６３３万２千円の減額となっております。８節報償費はアイヌ語翻訳

等謝金で１２０万５千円の増額となっておりますが、アイヌ語アーカイブ事業

として国から委託を受けて、例年補正予算で対応していたものを平成３０年度

は当初予算で計上したため前年度より増額となっております。９節旅費はポー

ランドのジョーリー市との間で博物館展示に関する総合交流を行っている一環

として３０年度町から２名の職員を派遣するための費用を計上したことなどに

より、２９年度に比べて２１９万５千円の増額になっております。１１節需用

費は修繕料で、３０年度は旧荷負小学校に開拓財産を展示するための費用を計

上したことなどにより、２９年度に比べて２０１万５千円の増額となっており

ます。１３節委託料は平取町開拓財産展示制作委託料が２９年度計上した展示

移転業務委託料に比較して減額したことなどにより、２９年度に比べて４９万

８千円の減額となっております。１５節工事請負費は３０年度計上はありませ

んが、２９年度計上した旧振内青少年道場の解体工事費１１３０万円が減額と

なっております。１８１ページ、９款４項４目埋蔵文化財保護費５６万４千円

であります。この科目は事業の実施に伴って遺跡が発掘された場合に、緊急的

に試掘するための調査作業員賃金、機械借上料、連絡車の使用料などを計上し

ております。２９年度に比べて５万８千円の減額となっております。９節旅費

は２９年度までの道内出張が３０年度ないことなどにより４万円の減額、１４

節使用料及び賃借料は公用車のリース期間が切れて再リースをすることによ 

り、その費用が３万３千円減少するものであります。１８２ページ、９款４項

５目沙流川歴史館管理費３５７万５千円であります。歴史館の管理経費を計上

しております。９節旅費で、沙流川歴史館講座に外部講師を招聘するための予

算を７万７千円増額しておりますが、１１節需用費、１４節使用料及び賃借料

などでコピー機使用料などの経費が減額しているため、５目全体で８万９千円

の減額となっております。次に１８３ページ、６目図書館費８１１万７千円の

計上です。図書館の管理運営に関する経費を計上いたしております。２９年度

に比べて６万５千円の増額となっております。１１節需用費は３０年度から新

たに図書館に関する月刊誌を購読することとしたため、２９年度に比べて８万

６千円の増額となっております。１８４ページ、９款５項１目保健体育総務費

４２９万６千円であります。スポーツ教室、講師の謝金、各種スポーツ団体へ

の補助金などスポーツ振興のための予算項目となっております。２９年度に比
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べ１２万８千円の増額となっております。１９節負担金補助及び交付金では北

海道日本ハムファイターズ平取後援会の野球教室開催に対する補助金１５万円

を新たに計上しております。１８５ページ、９款５項２目体育施設費２７１１

万２千円であります。町民体育館、振内青少年会館、貫気別町民センター、旧

荷負小学校及び町民プールの管理経費を計上いたしております。２９年度対比

２５３万３千円の減額となっております。１１節需用費は修繕料で本町にある

町民グラウンドの土の入れ替えを行うことなどにより、２９年度に比べて６５

万１千円増額しておりますがポータブルアンプセット、体育館柔道の畳の購入

事業が２９年度で完了いたしたため１８節備品購入費がゼロとなっておりま 

す。１８６ページ、９款６項１目学校給食費３３９１万７千円、２９年度に比

べ５１０万６千円の増額となっております。小学校・中学校に学校給食を提供

するための管理経費を計上しております。１３節委託料は２９年度末で定年を

迎える給食調理員２名を３０年度から業務委託することにより５７６万７千円

の増額となっております。１８７ページ、１０款１項１目現年発生災害復旧費

６２万５千円であります。この科目は災害発生時の応急復旧費用等について計

上しております。１９節負担金補助及び交付金で、北海道災害復旧促進協会特

別負担金が３０年度は７万５千円の増額となっております。１８８ページ、１

１款１項公債費１目元金５億８０５１万８千円、起債の借入元金の償還金であ

ります。びらとり温泉ゆからの元金償還が始まることなどにより２９年度に比

べ７５２９万１千円の増額となっております。なお各起債の償還予定、現在高

については２０８ページに記載をいたしております。次に１８９ページで、１

１款１項公債費２目利子２３節償還金利子及び割引料３６８０万円でありま 

す。起債の金利償還分となっております。一時借入金利子は１５０万円を計上

しております。続いて１９０ページ、１２款１項１目国民健康保険病院特別会

計繰出金３億７２０４万７千円であります。町民に対する医療サービスを提供

するために一般会計から国保病院特別会計に対して事業の運営資金を補てんす

るものであります。１９１ページ、２目簡易水道特別会計繰出金、一般会計か

ら水道会計に対して経営の安定のために事業の運営資金を補てんするものであ

ります。６２２７万３千円を計上いたしております。１９２ページ、１２款２

項１目平取町財政調整基金積立金２５４万８千円ですが、この１目から、１９

９ページの８目平取町金券基金積立金を除く、２００ページの９目平取町地域

雇用創出基金積立金に関しましては金融機関の預け入れ等の利率を０．０３％

から０．０８％として積算しその利子分を積み立てるものであります。１９９

ページをご覧いただきたいと思います。１９９ページ、１２款２項８目平取町

金券基金積立金は中学生以下の町民の医療費の自己負担分を実質無料にするた

めの子育て支援医療費還元事業に関するもので町が当該医療費相当分を町内で

使える金券に変えて発行するものであります。２９年度と同額を計上いたして

おります。次に２０１ページをお開き願います。２０１ページ、１３款１項１

目予備費であります。２９年度と同額の５００万円を計上いたしております。
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以上で歳出に関する説明を終了させていただきます。続いて歳入に関する説明

を行いますので歳入の１１ページをお開きいただきたいと思います。１１ペー

ジ、歳入について説明いたします。１款１項１目町民税個人１節現年課税分で

す。均等割は納税義務者２３９４人とし税率３５００円、収納率９８％で３２

１万１千円を見込んでおります。所得割は課税所得を２９年度に比べ１億１３

５３万４千円増加の３８億１２５３万４千円と見込み、平均税率６％を掛けて

算出した税額を２億２８７５万２千円とし、これら住宅借入金等控除分を差し

引いた金額に収納率９８％を乗じた収入額を２億２３００万円として計上して

おります。１節合計では２９年度に比べ６８５万４千円の増額となっておりま

す。２節滞納繰越分は収納率を１５％と見込み２１０万９千円を計上しており

ます。１２ページ、１款１項２目町民税法人１節現年課税分です。均等割は２

９年度と比べ２社多い１３０法人１１８７万円を計上しております。法人税割

は税率１２．１％１２５９万２千円と見込み２９年度予算対比で３２５万８千

円の増加を見込んでおり、２目合計としては前年度より３４３万８千円の増額

となっております。１３ページ、１款２項１目固定資産税１節現年課税分です。

土地については２９年度中の地目変更等を積算し課税標準額を１８億８２０７

万１千円とし、税率を乗じた算出税額から生活保護等の減免額を控除した調定

見込額に収納率９６％を掛けた収入見込み額を２５２５万２千円としておりま

す。家屋は新築・増築・滅失等を積算し課税標準額を５０億３１４２万３千円

として算出される税額に新築等減免額を控除し、収納率９６％を乗じた６５６

８万９千円を収納見込額としております。償却資産は申告書等により課税対象

の把握を行い、課税標準額を２９年度対比１億７０７８万７千円減の５２億１

５７万１千円とし、税率を乗じた調定見込額に収納率を９６％掛けて収入見込

みを６９９０万９千円としております。滞納繰越分は収納率１５％を見込み３

３８万２千円としております。１目合計では２９年度に比べ５２９万円の減額

となっております。１４ページ、１款２項２目国有資産等所在市町村納付金及

び交付金１０９１万９千円の計上であります。国有林野、道有資産、北海道開

発局所管の資産など国や道などが所有する収益的な事業に使われる資産につい

て、固定資産税のかわりに国から交付されるものであります。１５ページ、１

款３項１目軽自動車税です。１節現年課税分で２９年度に比べ２４万７千円減

の１４３２万３千円となっております。２節滞納繰越分は収納率を１５％とし、

２４万４千円の収入を計上いたしております。１６ページ、１款４項１目町た

ばこ税でありますが、旧３級品は平成２９年度決算見込みから８６万８３６０

本と見込み、税率を乗じた調定額で３４０万６千円を計上しております。旧３

級品以外は、２９年度の決算見込みから６５２万９４３０本とし、税率を乗じ

た調定額を３５５２万７千円と見込んでおります。１７ページ、１款５項１目

入湯税はびらとり温泉ゆからの宿泊者を８千人と見込み、税率１人１５０円を

乗じて１２０万円の収入を見込んでおります。１８ページ、２款１項１目地方

揮発油譲与税は平成２９年度決算見込数値に地方財政計画等の推定交付率を乗
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じて１９９０万円と見込んでおります。１９ページ、２款２項１目自動車重量

譲与税であります。国税としての自動車重量税を市町村道の延長や面積に応じ

その３分の１が地方に交付されるもので、平成２９年度決算見込みの数値に地

方財政計画等から予想される推定交付率を加味し２９年度対比で１８０万円増

の４８８０万円を見込んでおります。２０ページ、３款１項１目利子割交付金

です。これは貯蓄などに伴い生じる利子の額に応じて徴収される利子課税のう

ち５パーセントは道民税となり、このうち５分の３は市町村の個人道民税の額

に応じて市町村に配分され交付されるものであります。平成２９年度決算見込

みの数値により２９年度と同額の１００万円としております。２１ページ、４

款１項１目配当割交付金です。これは上場株式等の配当に対し北海道が課税し

そのうちの５９．４％相当額が市町村に交付されるものであります。平成２９

年度の決算見込数値に地方財政計画等から予想される推定交付率を勘案し、２

９年度に比べて４９万円増の８０万円を見込んでおります。 

議長 休憩します。再開は１時といたします。 

   （休 憩  午前１１時５０分） 

   （再 開  午後１２時５９分） 

議長 それでは少し早いようですけれど再開します。 

総務課長 議案書の２２ページをご覧願います。５款１項１目株式等譲渡所得割交付金で

す。これは株式等の配当に対し道が課税し、そのうちの５９．４％相当額が市

町村に交付されるものであります。平成２９年度と同額の８０万円を見込んで

おります。２３ページ、６款１項１目地方消費税交付金です。消費税は平成２

６年度の法改正で現行８％の消費税の内訳が、国税分６．３％、地方税分１．

７％として徴収されており、地方税分のうち２分の１が都道府県、残りの２分

の１が人口と従業者数の割合で市町村に分配され、国から北海道を通じて町に

交付される仕組みとなっております。平成２９年度の決算見込数値に地方財政

計画等から予想される推定交付率を勘案し、２９年度と比べ４８０万７千円増

の９６３０万７千円の収入を見込んでおります。次に２４ページ、７款１項１

目ゴルフ場利用税交付金です。これはゴルフ場を利用した利用者に課税される

地方税で２９年度と同額の３００万円を計上しております。２５ページ、８款

１項１目交通安全対策特別交付金です。これは交通違反の反則金を財源として

交付されるもので、過去の収入実績等から２９年度と同額の７０万円を見込ん

でおります。２６ページ、９款１項１目地方特例交付金です。これは国の恒久

減税等による市町村の減収を補てんするために国から交付されるもので２９年

度と同額の６０万円を計上しております。続いて２７ページ、１０款１項１目

地方交付税です。３０年度一般会計の歳入のうちその半額近くの４５．９％を
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占める最も大きな財源であります。国の方針によって減額されることとなって

おり３０年度は２９年度に比べて６１００万円低い２７億６５００万円を計上

しております。普通交付税は２４億１９００万円で、２９年度に比べて６７０

０万円の減額を見込んでおります。国の３０年度の地方財政計画における交付

税総額は１６兆８５億円で、２９年度に比べて２．０％の減少となっておりま

すが当町の２９年度の決算見込額が２５億４６１３万８千円となっていること

から、この見込み額に２７年度の国勢調査における人口及び新単位費用などを

置きかえて算定をいたしております。当初予算比較では２．７％の減、２９年

度決算見込対比では５．０％の減の予算計上といたしております。特別交付税

は２９年度予算対比６００万円増の３億４６００万円を計上いたしておりま 

す。２８ページ、１１款１項１目自動車取得税交付金です。これは道税収入の

９５％の１０分の７、６６．５％が市町村道の面積割合などに応じて交付され

るものであります。２９年度に比べ５３５万６千円増の１４３５万６千円を計

上しております。２９ページ、１２款１項１目民生費道負担金１節児童福祉費

負担金です。これは常設保育所及び町のへき地保育所の保育料であります。常

設保育所分は所得基準に基づいての徴収となりますが、国の基準により算出し

た額３５６９万５千円から町の施策による軽減分として１７６８万９千円の町

負担を控除した１８００万６千円と、滞納分２６８万円の収納見込率３０％８

０万４千円を合わせて、１８８１万円を計上しております。へき地保育所保護

者負担については、１人目１万円、２人目以降５０００円で、４２名分４２３

万６千円を見込んでおり総額で２３０４万６千円を計上しております。次に３

０ページ、１３款１項１目総務使用料です。１節単身者住宅使用料は振内の単

身者住宅の使用料で、月額２万７千円の１２戸分で空き室等を考慮し９５％の

稼働率として２９年度と同額の３７０万９千円を見込んでおります。２節情報

通信施設使用料は光ファイバー回線網の使用料で、内訳としてはインターネッ

ト回線としてＮＴＴに貸与する１戸あたり月額７５６円の１２カ月分、１０８

０件で９７９万７千円、及び振内貫気別局の通信設備保管料４４万３千円と合

わせて１０２４万円の収入を計上いたしております。携帯電話の電送の使用料

はＮＴＴドコモとソフトバンクモバイル２社に、３局分月額７５６円の１２カ

月分５万４千円を見込んでおります。ケーブルテレビ使用料は現年分と滞納繰

越分を合わせて２万円を計上しております。続いて３１ページ、１３款１項２

目民生使用料１節老人福祉寮使用料は貫気別の老人福祉寮の使用料で入所者月

額７千円の１２カ月６名分と、寮母月額１万円の１２カ月の使用料、合計６２

万４千円を計上しております。２節生活館使用料１８８万３千円、３節共同作

業場使用料４３万２千円、４節ふれあいセンターびらとり使用料４０万円、以

上は過去の収入実績を基に計上しております。３２ページ、１３款１項３目衛

生使用料は墓地使用料と斎場使用料で前年同額の３８万８千円を計上しており

ます。３３ページ、１３款１項４目土木使用料です。１節土木管理使用料、２

節道路占用使用料、３節河川使用料は使用実績等により計上しております。４
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節町営住宅使用料６２０９万１千円は２９年度の実績により３９４戸分の使用

料と収納率、滞納分を見込み、前年同額を計上しております。５節排水処理施

設使用料は２９年度実績と滞納繰越分より、２９年度より３０万２千円減の２

７４７万８千円を計上いたしております。３４ページ、１３款１項５目教育使

用料です。１節体育施設使用料３節公民館使用料は過去の使用実績等により２

９年度と同額を計上しております。２節アイヌ文化博物館使用料は入館者数の

増により前年度より１００万円増の６５０万円を計上しております。３５ペー

ジ、１３款１項６目農林水産使用料は町営牧野の使用料で２９年度実績等をも

とに積算し、２９年度より肉用牛の入牧が増加になることが見込まれることか

ら１７７万５千円増の７０１万１千円を見込んでおります。３６ページ、１３

款１項７目商工使用料です。１節鉄道記念館使用料１４万円、２節義経資料館

使用料２７万２千円、３節山の駅ほろしり館使用料２５万８千円、４節二風谷

ファミリーランド使用料５６５万７千円、以上は２９年度実績額等を基に計上

しております。５節ニセウエコランド使用料については昨年度までは２０款諸

収入雑入で受けていたものですが、３０年度より使用料で受けるため雑入から

科目を移行したものであります。前年度使用実績から１９２万６千円を計上い

たしております。３７ページ、１３款２項１目総務使用料です。１節徴税手数

料３万３千円、２節戸籍住民登録手数料３３２万５千円で２９年度実績等を基

に計上いたしております。３８ページ、１３款２項２目衛生使用料蓄犬登録手

数料２２万４千円は２９年度の実績等により同額で計上いたしております。３

９ページ、１３款２項３目農林水産手数料、農用地登記事務手数料２万３千円

です。過去の実績を基に２９年度と同額で計上しております。４０ページ、国

庫支出金に移ります。１４款１項１目民生費国庫負担金１節社会福祉負担金の

うち、障害者自立支援費負担金８２００万円は障がい福祉サービス等、介護訓

練等給付費などに充当しており介護保険料の軽減のための負担金５８万４千 

円、障害児入所給付費負担金１３０万円、障害者医療費負担金６４０万円、養

育医療費負担金５０万円を合わせて９０７８万４千円となっております。２節

児童福祉費負担金８０８５万４千円は、常設保育所及びへき地保育所の運営に

かかる負担金となっております。３節は児童手当にかかる国庫負担金４５４４

万３千円で、３歳未満児、３歳から小学校終了までの第１子から第２子、第３

子以降、中学生、それぞれの段階ごとに定めた率を基に積算されております。

４節保険基盤安定費負担金６０９万９千円は、国民健康保険加入者への支援と

なる国庫負担金であります。続いて４１ページ、１４款２項１目総務費国庫補

助金１節の総務管理費補助金４９万５千円は、マイナンバー制度の実施にかか

る国からの補助金となっております。２節企画費補助金１４２０万円は、社会

資本整備総合交付金として二風谷地区再整備事業に充当される補助金でありま

す。３節財産管理費補助金１４５９万円は家賃低廉化事業交付金として、町営

住宅の基準住宅料と実質入居者にかかる住宅料との差額相当分について交付さ

れるものであります。２９年度対比で１３０万９千円の増額となっております。
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４２ページ、１４款２項２目民生費国庫補助金です。１節社会福祉費補助金、

障害者自立支援費補助金４１５万６千円は、障がい者及び障がい児が自立した

日常生活または社会生活を営むことができるよう地域の特性に応じて柔軟な形

態により事業を行うための補助金となっております。農山漁村振興交付金１８

００万円は、二風谷に新たに建設した民芸品共同作業場の備品購入にかかる補

助金並びに農泊推進事業にかかる補助金となっております。２節児童福祉費補

助金子ども子育て支援交付金１６２万８千円は、ふれない児童クラブの運営費、

乳幼児家庭全戸訪問事業にかかる補助金となっております。４３ページ、１４

款２項３目衛生費国庫補助金１節保健衛生費補助金であります。循環型社会形

成推進交付金は合併浄化槽の設置にかかる国の補助金となっており、５人槽７

基、７人槽１基分を見込み９６万８千円となっております。健康推進事業費補

助金７０万円は後期高齢者健診事業に充当されており、２９年度実績等を基に

計上いたしております。次に４４ページ、１４款２項４目商工費国庫補助金で

あります。地方創生推進交付金１５８万５千円は、鵡川沙流川ＷＡＫＵＷＡＫ

Ｕ協議会活性化事業に対する国からの補助金であります。４５ページ、１４款

２項５目土木費国庫補助金１節道路橋梁費補助金川向学校シラウ川線改良舗装

事業は、２９年度の交付実績を勘案し補助率１０分の６に０．３５を乗じた額

としております。橋梁長寿命化橋梁補修事業振内岩知志線防災安全交付金につ

いては、事業費の１０分の６、道路付属物点検事業仁世宇１号橋整備事業につ

いては、事業費の１０分の６．５の額で積算をいたしております。４６ページ、

１４款２項６目教育費国庫補助金であります。１節教育総務費補助金４０万円

は、へき地児童の心臓健診費用への補助金３万６千円とコミュニティースクー

ル導入等促進事業補助金３６万４千円となっており、これは学校・保護者や地

域住民がともに知恵を出し合い、学校運営に参画するコミュニティースクール

事業に対する国からの補助金となっております。２節小学校費補助金５０万８

千円は理科教育設備整備等補助金５０万円と要保護児童生徒援助費８千円とな

っております。３節中学校費補助金５万円は、理科教室設備整備等補助金とな

っております。４節社会教育費補助金は文化的景観保護推進事業補助金として、

２９年度に引き続き調査費用等に充当するための補助金１０３９万８千円とな

っております。続いて４７ページ、１４款３項１目総務費国庫委託金です。１

節総務費委託金３９２９万３千円は平取ダム建設にかかるアイヌ文化の保全対

策に関する調査業務に対する国からの委託金となっております。２節戸籍住民

基本台帳費委託金２０万９千円は中長期で在留する外国人登録事務に関する国

からの委託金となっております。次に４８ページ、１４款３項２目民生費国庫

委託金１節国民年金委託金２０１万５千円、２節児童手当委託金１万９千円、

いずれも当該事務に関する国からの委託金となっております。４９ページ、１

４款３項３目商工費国庫委託金１節商工費委託金７００万円は、二風谷ダム周

辺の環境維持管理にかかる国からの委託金となっております。５０ページ、１

４款３項４目教育費国庫委託１節沙流川歴史館管理費委託金７７７万８千円は
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沙流川歴史館の管理にかかる国からの委託金であります。２節アイヌ語のアー

カイブ作成支援事業委託金２９８万４千円は文化庁のアイヌ語のアーカイブ作

成事業を活用し、アイヌ語音声資料の文字化、翻訳作業にかかる国からの委託

金となっております。続いて５１ページ、道支出金に移ります。１５款１項１

目民生費道負担金ですが、１節社会福祉費負担金から４節保険基盤安定費負担

金までは国庫負担金で説明いたしました内容に関する北海道の負担分について

それぞれの金額を計上しております。４節保険基盤安定費負担金の保険料軽減

分は、北海道からの負担金１３９２万３千円、保険者支援分として３０４万９

千円の合計１６９７万２千円を計上しております。後期高齢者医療保険基盤安

定負担金は、後期高齢者医療特別会計繰出金の保険基盤安定分２１３７万１千

円の４分の３に当たる１６０２万８千円が北海道から交付されるものでありま

す。次に５２ページ、１５款２項１目総務費道補助金であります。１節財産造

成費補助金２７４８万円は町有林造成事業にかかる補助金で、造林２４ヘクタ

ール、下刈１０９．５８ヘクタール、除間伐等５７．６５ヘクタール、森林保

護野ねずみ駆除等３８１ヘクタールに対して北海道から交付されるものであり

ます。２節企画費補助金の電源立地地域対策交付金５２１万３千円は岩知志発

電所の所在町として公布され、病院会計への繰出金に充当することを予定いた

しております。土地利用規制等対策事業市町村交付金５万４千円は国道法の土

地届出事務に対して交付されるものであります。続いて５３ページで、１５款

２項２目民生費道補助金です。１節社会福祉費補助金の重度心身障がい者医療

費補助金５５８万９千円は医療費に、民生委員活動費補助金１７０万５千円は

民生委員の活動費に、地域づくり総合交付金７３万円は子ども発達支援センタ

ー運営費に、障害者自立支援補助金２０７万８千円は障がい者相談支援経費等

にそれぞれ充当される補助金であります。２節老人福祉費補助金の老人クラブ

運営事業費補助金５６万円は老人クラブの運営費に、権利擁護人材育成事業補

助金２６３万円は認知症高齢者等の権利擁護に携わる人材の育成を目的とした

研修会の開催経費等に充当されるものであります。３節生活館運営費補助金９

９６万９千円は町内にある１２の生活館運営費に対する補助金となっておりま

す。４節児童福祉費補助金の乳幼児医療費補助金２４５万６千円、ひとり親家

庭等医療費補助金９６万９千円は、乳幼児、ひとり親家庭等医療費に充当され

るものであります。子ども子育て支援交付金１６２万８千円は、ふれない児童

クラブ運営費、乳幼児家庭全戸訪問事業にかかる補助金となっております。多

子世帯保育料軽減支援事業補助金１５３万７千円は常設保育所の保護者負担金

の軽減に対する補助金となっております。次に５４ページ、１５款２項３目衛

生費道補助金です。１節保健衛生費補助金妊産婦安心出産支援事業費補助金３

１万８千円は、出産可能な産科医療機関までの距離が遠いことによる妊産婦さ

んの負担軽減を図るため交通費と宿泊費の一部を助成する事業に充当されま 

す。地域づくり総合交付金１３３万円はエゾシカ駆除事業に充当されます。消

費安全対策交付金３０万円は食育推進事業に充当されるものであります。鳥獣
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被害防止緊急捕獲活動支援事業補助金９４４万４千円は、エゾシカ・アライグ

マ駆除事業に充てるものであります。続いて５５ページ、１５款２項４目農林

水産業費道補助金、金額の大きなものについて説明いたします。１節農業費補

助金中山間地域等直接支払交付金は、２９年度と同額の３４７７万５千円、地

域づくり総合交付金は新規就農者用のリース農場整備事業補助金に充当され、

２９年度と同額の２７２０万円を計上いたしております。経営所得安定対策直

接支払推進事業補助金は、前年より８万９千円増の５７７万４千円の計上とな

っております。経営体育成支援事業補助金は農家の経営拡大のための設備投資

に関し、融資を受けた場合の自己負担額に助成される補助金となっており３０

０万円を計上しております。農業次世代人材投資資金事業は対象者１３件分を

見込み、２９年度同額の２０８２万円を計上しております。地域づくり総合交

付金特産物ソフト事業１５０万円は、トマト和牛フェア等の特産物消流対策事

業に充当されます。３節林業振興費補助金、未来につなぐ森づくり推進事業補

助金は、２９年度より７１万４千円増の５５５万４千円を計上しております。

４節治山治水費補助金は、小規模治山事業、旭、水口の沢１２５５万円を計上

しております。５節林道費補助金は、林業専用道川向線の開設事業補助金とし

て１０５０万円、継続事業の林道オユンベ線改良事業補助金は２９年度より３

００万円増の１５００万円、新規事業として林道橋梁点検事業補助金５００万

円を計上しております。５６ページ、１５款２項５目土木費道補助金でありま

す。１節住宅改良費補助金１９０万円で、アイヌ住宅改良資金貸付事業に対す

る補助金で対象事業費の４分の１が交付されるものとなっております。２９年

度と同額の計上といたしております。５７ページ、１５款２項６目消防費道補

助金であります。１節消防費道補助金１９５万円は、地域づくり総合交付金の

道補助金となりますが平取町防災ガイドマップ作成に１２５万円、災害時にお

ける食料などの防災備蓄品整備に７０万円が充当されることとなっておりま 

す。次に５８ページ、１５款２項７目教育費道補助金１節社会教育費補助金放

課後子ども教室推進事業補助金３１６万４千円は、紫雲古津・二風谷・貫気別

の３地区で実施している教室の運営費等に対し交付されるものであります。２

９年度と同額で計上をしております。地域づくり総合交付金芸術鑑賞会等開催

事業１００万円は、３０年７月に開催を予定している淡路人形座公演開催事業

に充当するものであります。続いて５９ページ、１５款３項１目総務費道委託

金であります。１節から５節について説明欄に記載の委託金について計上して

おります。２節の道民税徴収委託金７０３万５千円は、納税義務者数２３４５

人に単価３千円を掛けたものが北海道から交付されることとなっております。

５節選挙費委託金１７０万円は、平成３１年３月下旬に告示される予定の北海

道知事及び北海道議会議員の選挙費用にかかる委託金となっております。６０

ページ、１５款３項２目農林水産業費道委託金であります。道営農業農村整備

事業補助監督等委託金３７万８千円は、長知内・幌毛志地区の地すべり防止区

域の点検調査等にかかる費用に対して北海道から交付される委託金となってお
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ります。６１ページ、１６款１項１目財産貸付収入１節土地建物貸付収入３９

９７万１千円です。土地貸付料６２６万８千円は、一般貸付分１６８件のほか、

北電、ＮＴＴの電柱、町営牧野等の貸付料となっております。建物貸付料１０

６１万２千円は一般貸付１１件分ほか、公宅貸付料２３０９万１千円は公宅１

６２戸分を計上いたしております。６２ページ、１６款１項２目１節利子及び

配当金は１１８万５千円となっております。財政調整基金及び各種特定目的基

金の利子について計上いたしております。６３ページ、１６款２項１目不動産

売払収入１節不動産売払収入土地売却代５０万１千円は、二風谷分譲宅地１区

画分の売り払い収入を見込んでおります。２節その他不動産売払収入３０００

万１千円は、町有林の立木売払代金を計上いたしております。次に６４ページ、

１６款２項２目１節物品売払収入１万円であります。町史等の売払代金１万円

を見込んでおります。６５ページ、１７款１項１目１節寄附金、２９年度実績

から４２００万円増額の１億円を見込んでおります。ふるさと応援基金、いわ

ゆるふるさと納税の収入を１億円と見込んで計上いたしております。次に６６

ページ、１８款１項１目１節平取町財政調整基金繰入金８０００万円でありま

す。充当先につきましてはお手元にお配りした資料で、平成３０年度各種基金

積立・取崩予定額のＮｏ．１に記載のとおり国保病院会計への繰出金に充当す

るものとなっております。次に６７ページ、１８款１項２目１節沙流川ダム地

域振興基金繰入金２億８６００万円であります。充当先の事業の内訳は職員住

宅整備事業、振内単身者住宅浄化槽設置事業、町有林造成事業など２７事業で、

お手元にお配りした資料のＮｏ．３に記載のとおりとなってございます。次に

６８ページ、１８款１項３目１節平取町ふるさと応援基金繰入金９００万円で

あります。充当先はお手元の資料のＮｏ．７に記載のとおり、平取産米清酒醸

造事業、ファイターズ応援大使経費、共同作業場整備事業、すずらん公園整備

事業に予定しております。６９ページ、１９款１項１目１節繰越金は、平成２

９年度繰越金３０００万円を計上いたしております。２９年度の歳出予算にお

ける繰越金は、繰越事業の一般財源を除き８０００万円程度を見込んでいると

ころでありますが、それとの差額分につきましては留保財源とするものであり

ます。７０ページ、諸収入に移ります。２０款１項１目１節延滞金１０００万

円であります。これは町税延滞金で２９年度と同額で計上いたしております。

７１ページ、２０款２項１目１節預金利子は市中の預金金利が下がっているた

め２９年度より２千円減額の１万円を計上しております。７２ページ、２０款

３項１目１節国民健康保険病院特別会計貸付金元利収入４４２万６千円です。

平成２２年度に国保病院に貸し付けた４４００万円に関する元利償還金となっ

ております。７３ページ、２０款４項１目１節社会福祉資金貸付金元利収入は、

３０年度の貸付金償還分８０万円、滞納分３４万５千円の４０％である１３万

８千円、合わせて９３万８千円を計上いたしております。７４ページ、２０款

４項２目１節中小企業融資資金貸付金元利収入３２３２万７千円は、特別融資

資金３０３２万７千円、経営改善融資資金２００万円を計上し新規、既存分の
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金融機関への預託金の収入を計上いたしております。７５ページ、２０款４項

３目１節畜産公社貸付金元利収入３０５万２千円は、畜産公社への貸付金に関

する元利収入を計上いたしております。７６ページ、２０款４項４目１節住宅

改良資金貸付金元利収入はアイヌ住宅改良資金貸付金の元利償還金、現年分６

６３万８千円、滞納繰越分５８７万８千円、合わせて１２５１万６千円を計上

しております。７７ページ、２０款４項５目１節勤労者生活安全融資資金貸付

金元金収入、預託金収入１６００万円を計上いたしております。７８ページ、

２０款４項６目１節振内歯科診療所運営資金貸付金元利収入４４万円は、振内

診療所に対する貸付金の償還元金の収入を計上いたしております。７９ページ、

２０款４項７目１節平取町奨学資金貸付金元金収入１４５万５千円は、奨学金

貸付者８名分の償還金を計上しております。次に８０ページ、２０款４項８目

１節二風谷民芸組合運営資金貸付金元利収入４００万円は、二風谷民芸組合が

実施するアイヌ伝統工芸品産業支援事業の資金繰りのために一時貸付を行うこ

とによる貸付金の元金収入となっております。８１ページ、２０款４項９目１

節平取町地域活性化協議会貸付金元金収入４２０万円は、平取町地域活性化協

議会が実施する実践型地域雇用創造事業の資金繰りのために一時貸付を行うこ

とによる貸付金の元金収入となっております。８２ページ、２０款４項１０目

１節平取アイヌ協会貸付金元金収入１６２万円は、平取アイヌ協会が実施する

機動職業訓練事業の資金繰りのため町が一時貸付を行うことによる元金収入で

あります。８３ページ、２０款５項１目雑入であります。７６６３万５千円を

計上しております。２９年度に比べて１６７９万５千円の減額となっておりま

す。１節企業負担金、これは畜産公社からの負担金で内訳は事務所費４０万円

となっております。２９年度に比べて４７８万３千円の減額となっております

が、これは職員の人件費分１名分の減額となっております。２節雑入は主なも

のを説明いたします。日高地方税滞納整理機構負担金、３０年度から滞納整理

機構へ職員を平取町から派遣することになっており、その人件費分として６１

７万円を計上いたしております。アイヌ文化振興研究推進機構委託金は、イオ

ル整備事業等にかかわる委託金で前年同額の１０３５万２千円となっておりま

す。居宅介護サービス計画費は前年より７４万５千円減の１３１万９千円、子

ども発達支援センター運営負担金は２９年度より４７万８千円減の５２０万４

千円、特例障害児通所給付費は２９年度より４４万８千円増の５９０万円、い

きいきふるさと推進事業助成金８２万７千円は北海道日本ハムファイターズ応

援大使事業に充当されるものであります。長寿健康推進事業補助金は、２９年

度に比べ１１９万２千円減の１２４万４千円となっております。豊糠・幌尻林

道シャトルバス利用者負担金は１３００人の利用を見込み５２０万円を計上い

たしております。市町村振興宝くじ交付金１８０万円は、図書の購入に充当さ

れるものであります。一般財団法人自治総合センター助成金１０３万２千円は、

かわまちづくり支援事業に充当されます。主なものは以上です。２節雑入は２

９年度に比べ１２０１万２千円の減額となっております。８４ページの町債に
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移ります。２１款１項１目１節総務債２億８５２０万円、内訳は二風谷地区再

整備事業に２億４５４０万円、生活交通確保対策事業に１９５０万円、地域公

共交通活性化事業に１２２０万円、住宅リフォーム促進奨励事業に６００万円、

町民税１％町づくり事業に２１０万円となっております。すべて元利償還額の

７０％が交付税措置される過疎対策事業債いわゆる過疎債を予定をいたしてお

ります。８５ページ、２１款１項２目１節民生債２７３０万円、民芸品共同作

業場整備事業の財源となる起債で過疎債を予定しております。８６ページ、２

１款１項３目１節上水道債１７４０万円です。去場地区水道配水管整備事業の

財源となる起債で過疎債を予定しております。８７ページ、２１款１項４目農

林水産業債１節農業債１億２４５０万円の内訳は、農業者就業促進対策事業５

００万円、農地整備事業中山間地域型平取南地区でありますが５８７０万円で、

第三者継承就農支援事業３００万円、野菜選別施設整備事業５０７０万円、肉

用牛飼養農家支援事業７１０万円、以上はいずれも過疎債を予定いたしており

ます。２節林業債５６８０万円は、小規模治山事業旭・水口の沢に１２００万

円、林業専用道開設事業に１０５０万円、林道オユンベ線改良事業３４３０万

円の充当を予定いたしております。小規模治山事業は防災対策事業債、これは

交付税の交付税措置として元利償還の約３０％が交付されるものであります。

林道事業は過疎債７０％の元利償還の交付を予定しております。８８ページ、

２１款１項５目１節商工債６５０万円です。地域商品券の発行事業に充当する

予定で過疎債を予定しております。８９ページ、２１款１項６目土木債１節道

路橋梁債１億４８０万円は、川向町界線舗装事業など説明欄に記載の５事業と

なっており過疎債を予定しております。２節河川債１０００万円は、長知内ヤ

マダの沢改修事業となっており防災対策事業債を充当する予定としておりま 

す。９０ページ、２１款１項７目１節消防債で２９７０万円、これは全国瞬時

警報システム新型受信機導入事業３７０万円、消防施設整備事業２６００万円

に充当する予定となっております。９１ページ、２１款１項８目１節教育債４

８５０万円は、学校給食施設用備品整備事業に４００万円、紫雲古津小学校整

備事業に１０００万円、平取町学習塾経営事業に３０００万円、教員住宅整備

事業に４５０万円の充当を予定いたしております。いずれも過疎債を予定して

おります。９２ページ、２１款１項９目１節臨時財政対策債です。交付税の性

格を持つ臨時財政対策債が地方財政計画では１．５％の減となっており、２９

年度決算見込額等を考慮し２９年度に比べ５００万円減の１億４０００万円を

計上いたしております。この臨時財政対策債は後年度に元利償還分が１００％

普通交付税に算入される起債となっております。以上で歳入の説明を終わりま

す。次に７ページ、第２表債務負担行為をご覧いただきたいと思います。７ペ

ージ、第２表債務負担行為であります。自治法の規定により債務を負担するこ

とのできる事項、期間、限度額を定めるものであります。まず中小企業特別融

資利子補給金ですが、期間を平成３９年度、限度額は３０６万円としておりま

す。町内中小企業への新規貸付を２０００万円、利率３．１％としております。
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中小企業経営改善融資利子補給金は主に設備等の整備のための資金で、融資額

６００万円、利率３．３％として積算し３８年度までの９年間で限度額を８７

万９千円としております。続いて第３表地方債についてご説明いたしますので、

次の８ページをお開き願います。８ページ、第３表地方債についてであります。

起債の目的、限度額、方法、利率、償還の方法を定めるものでありますが平成

３０年度は１番下の臨時財政対策債を除く２８の事業に充当を予定しておりま

す。このうち上から５番目の二風谷地区再整備事業、次６番目の民芸品共同作

業場整備事業、１３番目の小規模治山事業、次に１４番目の林業専用道開設事

業、１５番目の林道オユンベ線改良事業、１８番目の川向学校シラウ川線改良

舗装事業、１９番目の振内岩知志線擁壁改修事業、２０番の仁世宇１号橋整備

事業、２１番目の橋梁長寿命化事業は補助事業となっており補助金充当後の事

業に起債を充当することといたしております。臨時財政対策債を除く起債総額

７億１０７０万円はその元利償還金が交付税算入される、過疎債、防災対策事

業債、緊急防災減災事業債を予定いたしております。１番下の臨時財政対策債

は普通交付税で算出される額を起債というかたちで交付する内容のものとなっ

ており、３０年度の発行見込額は、１億４０００万円を予定いたしております。

説明の結びにあたって申し上げます。町を取り巻く財政状況は依然として厳し

いものがあり今後も予断を許しません。第６次平取町総合計画を基本に中長期

的な視野に立ったまちづくりが叶うよう国や道の取組みともしっかり連携し、

町政執行方針及び教育行政執行方針のもと町民生活の向上を目標にしながら将

来に向かって持続可能な財政運営を図って参りたいと考えておりますので議員

の皆様のご理解を賜りますようお願い申し上げます。以上、議案第１４号平成

３０年度平取町一般会計予算の説明を終了させていただきますのでご審議のほ

どよろしくお願いいたします。 

議長 休憩します。再開は２時５分といたします。 

   （休 憩  午後 １時５３分） 

   （再 開  午後 ２時 ５分） 

議長 再開します。続きまして国民健康保険特別会計予算及び後期高齢者医療特別会

計予算について提案説明を求めます。町民課長。 

町民課長 議案第１５号平成３０年度平取町国民健康保険特別会計予算についてご説明い

たします。国保１ページ、平成３０年度平取町国民健康保険特別会計予算、第

１条は歳入歳出予算の総額をそれぞれ７億３２９６万９千円に定めようとする

ものでございます。第２条は一時借入金の最高額を５０００万円にしようとす

るものでございます。それでは事項別明細書の歳出からご説明いたしますので

国保２３ページをお開き願います。１款総務費１項総務管理費１目一般管理費
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は、国民健康保険事業の実施にかかる事務的経費として８５０万４千円を計上

しております。前年度比で２４８８万１千円の減となっておりますが、国民健

康保険の広域化に伴う自町システムの改修及び市町村標準事務処理システムの

導入が終了したことによるものでございます。国保２４ページ、２目連合会負

担金は８４万１千円の計上でございます。前年度比で５６万円の減となってお

りますが、国保連合会と市町村の医療データ等の連携に必要な国保総合システ

ムの更新が終了したことによるものでございます。国保２５ページ、２項徴税

費１目賦課徴収費は６４万４千円の計上で、前年度比６０万円の減となってお

りますが共通経費の見直しによるものでございます。国保２６ページ、２目納

税奨励費は９２万１千円の計上で前年同額となっております。日高管内地方税

滞納整理機構負担金で国保の割合に応じた分でございます。国保２７ページ、

３項運営協議会費１目運営協議会費は３４万６千円の計上で、国保運営協議会

に関する必要経費でございます。国保２８ページ、２款保険給付費１項療養諸

費１目一般被保険者療養給付費は３億８４００万円の計上でございます。この

科目は一般被保険者の医療費を被保険者が直接医療機関等へ支払うもので、単

価・人数の見直しにより前年度比１４０７万円の増を見込んでおります。国保

２９ページ、２目退職被保険者等療養給付費は２４０万円の計上で、こちらも

人数等の見直しにより前年度比１１６０万円の減を見込んでおります。国保３

０ページ、３目一般被保険者療養費は４００万円の計上で、一般被保険者のは

り・きゅう等の医療費の支払いや補装具等、本人が医療費を全額負担した場合

の保険者負担分を本人に支払う費用で前年度比８１万４千円の増を見込んでお

ります。国保３１ページ、４目退職被保険者等療養費は２万５千円の計上で、

単価人数の見直しにより前年度比１７万５千円の減を見込んでおります。国保

３２ページ、５目審査手数料は１１４万円の計上で、国保連合会にかかる医療

費審査支払い手数料でございます。国保３３ページ、２項高額療養費１目一般

被保険者高額療養費は５６００万円の計上でございます。一般被保険者が支払

う医療費の自己負担額のうち、月内で定められた限度額を超えた場合に超えた

部分を高額医療費として支払う費用で、実績を勘案し前年度比１０３３万４千

円の増を見込んでおります。国保３４ページ、２目退職被保険者等高額療養費

は３５万円の計上で、高額療養費の平均額と人数の見直しにより前年度比２４

５万円の減を見込んでおります。国保３５ページ、３目一般被保険者高額介護

合算療養費は１千円の計上でございます。これは一般被保険者が支払った医療

費の自己負担額のうち、１年間の医療費と介護サービス費を合算して決められ

た限度額を超えた場合に支払う費用で、ここ数年の実績がないことから１千円

の計上といたしております。国保３６ページ、４目退職被保険者等高額介護合

算療養費でございますが、一般被保険者と同様ここ数年の実績がないことから

１千円の計上といたしております。国保３７ページ、３項移送費１目一般被保

険者移送費は、医療機関を受診時に特別な事情が発生し移送される場合に支給

されるもので、こちらもここ数年の実績がないことから１千円の計上といたし
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ております。国保３８ページ、２目退職被保険者等移送費につきましても一般

被保険者同様１千円の計上でございます。国保３９ページ、４項出産育児諸費

１目出産育児一時金は１０件分の４２０万３千円を計上しております。ここ数

年の実績を勘案し前年同額としております。国保４０ページ、５項葬祭諸費１

目葬祭費は１５件分４５万円の計上で、国民健康保険の広域化に伴い葬祭費が

全道一律３万円の支給となったためで前年度比３０万円増で計上いたしており

ます。国保４１ページ、３款国民健康保険事業費納付金ですが、平成３０年度

から始まる新しい財政運営の仕組みとして北海道内で保険料負担を公平に支え

合うため、北海道が市町村ごとの医療費水準や所得水準に応じた国民健康保険

事業費納付金の額を決定し町はその額を北海道へ納入するもので、１項医療給

付費分１目一般被保険者医療給付費分１億６４６４万７千円の計上でございま

す。国保４２ページ、２目退職被保険者等医療給付費分２０１万４千円の計上

でございます。国保４３ページ、２項後期高齢者支援金等分１目一般被保険者

後期高齢者支援金等分４９４６万５千円の計上でございます。国保４４ページ、

２目退職被保険者等後期高齢者支援金等分６８万１千円の計上でございます。

国保４５ページ、３項介護納付金分１目介護納付金分２４２０万５千円の計上

でございます。国保４６ページ、４款共同事業拠出金１項共同事業拠出金１目

共同事業拠出金でございます。広域化に伴い新たな制度として退職者医療制度

の対象者を把握するため、国保連合会に送付される年金受給者一覧表にかかる

事務費用１千円の計上で２７７６万３千円の減となっております。国保４７ペ

ージ、５款財政安定化基金拠出金１項財政安定化基金拠出金１目財政安定化基

金拠出金は、国保広域化に伴い新設された科目で、災害等の特別な事情により

道が設置する財政安定化基金より交付を受けた場合、交付を受けた翌々年度に

交付額の３分の１を拠出金として負担するもので１千円を計上いたしておりま

す。国保４８ページ、６款保健事業費１項特定健康診査等事業費１目特定健康

診査等事業費でございます。この科目は国保被保険者の特定健診等に要する経

費で３９０万円の計上でございます。前年度比で４１６万円の減となっており

ますが、特定健診の未受診者対策業務委託事業が終了したことによるものでご

ざいます。国保４９ページ、２項保健事業費１目保健衛生普及費は、保健事業

の経常的経費で実績に基づき１万円を計上いたしております。国保５０ページ、

７款基金積立金１項基金積立金１目基金積立金は、国保給付費支払準備基金利

子で１千円の計上でございます。国保５１ページ、８款公債費１項一般公債費

１目利子は一時借入金のための利子ですが、ここ数年借入実績がないことから

１千円を計上いたしております。国保５２ページ、９款諸支出金１項償還及び

還付加算金１目保険税還付金は２千円の計上で、国保５３ページ２目償還金、

国保５４ページ３目還付加算金は、それぞれ前年同額の１千円を計上いたして

おります。国保５５ページ、２項繰出金１目直診施設勘定繰出金は、国保病院

特別会計への繰出金で２３２１万１千円を計上いたしております。前年度比１

８２７万６千円の増額分につきましては、国保病院における施設及び機器の整
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備によるものでございます。国保５６ページ、１０款予備費１項予備費１目予

備費は１００万円の計上でございます。国保５７ページは、国民健康保険の広

域化に伴い本年度に廃止した前年度の歳出科目と金額を記載いたしておりま 

す。金額合計で３億１６０７万７千円となっております。以上、歳出合計額７

億３２９６万９千円でございます。次に歳入についてご説明いたしますので国

保７ページをお開きください。１款国民健康保険税１項国民健康保険税１目一

般被保険者国民健康保険税でございます。これは北海道が算定した国民健康保

険事業費納付金や保健事業費等のために賦課徴収する一般被保険者分の保険税

でございます。医療給付費後期高齢者支援金の現年分世帯数８７９世帯、介護

納付金の現年分被保険者数５６５人、収納率それぞれ９６％を見込み、医療給

付費後期高齢者支援金、介護納付金の現・滞繰合わせて１億９６８１万５千円、

前年度比５７５万６千円の減を計上いたしております。国保８ページ、２目退

職被保険者等国民健康保険税は一般同様、医療給付費後期高齢者支援金の現年

分世帯数８世帯、介護納付金の現年分被保険者数１８人、収納率それぞれ９６％

を見込み、医療給付費後期高齢者支援金、介護納付金の現・滞繰合わせて２３

２万５千円、前年度比２１９万５千円の減を計上いたしております。国保９ペ

ージ、２款使用料及び手数料１項手数料１目督促手数料は、保険税の督促手数

料として前年同額の１千円を計上いたしております。国保１０ページ、３款国

庫支出金１項国庫補助金１目災害臨時特例補助金は国保広域化に伴い新設され

た科目で、震災等により国が財政支援を決定した場合において減収等により保

険税の減免等に対し補助されるもので１千円を計上いたしております。国保１

１ページ、４款道支出金１項道補助金１目保険給付費等交付金は国保の都道府

県化により保険給付に必要な費用が道から支払われるもので４億９１０５万１

千円の計上となっております。国保１２ページ、２項財政安定化基金交付金１

目財政安定化基金交付金は災害等の特別な事情が生じた場合、保険税収納不足

額の２分の１の範囲で道が設置する基金より交付されるもので１千円の計上で

ございます。国保１３ページ、５款財産収入１項財産運用収入１目利子及び配

当金は、国保支払準備基金利子分で１千円の計上でございます。国保１４ペー

ジ、６款繰入金１項一般会計繰入金１目一般会計繰入金でございます。これは

国民健康保険制度の運営に対して一般会計が国保特別会計へ繰出すための経費

で法定ルールに従い措置するもので、２０５万４千円減の４２７６万７千円の

計上でございます。国保１５ページ、２項基金繰入金１目平取町国民健康保険

給付費支払準備基金繰入金は、基金残高が減少していることから１千円を計上

いたしております。国保１６ページ、７款繰入金１項繰入金１目繰入金は、平

成２９年度決算見込みにより１千円の計上でございます。国保１７ページ８款

諸収入１項延滞金及び過料１目一般被保険者延滞金、国保１８ページ２目退職

被保険者等延滞金は、前年度同額各１千円の計上でございます。国保１９ペー

ジ２項雑入１目一般被保険者第三者納付金、国保２０ページ２目退職被保険者

等第三者納付金につきましては、それぞれ前年度同額の１千円を計上いたして
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おります。国保２１ページ、３目雑入は１千円を計上いたしております。国保

２２ページは国民健康保険の広域化に伴い、本年度に廃止した前年度の歳入科

目と金額を記載いたしております。金額合計で５億６６８５万７千円となって

おります。歳入合計額７億３２９６万９千円の計上で、前年度比１億４５７万

８千円の減となっております。以上、国民健康保険特別会計予算の説明とさせ

ていただきます。続きまして議案第１６号平成３０年度平取町後期高齢者医療

特別会計予算についてご説明いたします。予算書後期１ページをお開き願いま

す。歳入歳出予算の総額をそれぞれ７８３９万８千円に定めようとするもので

ございます。それでは事項別明細書の歳出からご説明いたしますので後期１８

ページをお開き願います。１款総務費１項総務管理費１目一般管理費は、旅費

をはじめとする事務の運営に要する一般的経費で３４４万４千円の計上でござ

います。システムの改修費用で前年度比７５万６千円の増となっております。

後期１９ページ、２項徴収費１目徴収費は、保険料徴収に要する経費で前年同

額の１６万円の計上でございます。後期２０ページ、２款後期高齢者医療広域

連合納付金１項後期高齢者医療広域連合納付金１目後期高齢者医療広域連合納

付金は、北海道後期高齢者医療広域連合に支払う事務費負担金、保険料、保険

基盤安定負担金で７４３９万１千円の計上でございます。保険者数が増加傾向

にあるため７９万８千円の増となっております。後期２１ページ３款諸支出金

１項償還金及び還付加算金１目保険料還付金、後期２２ページ２目還付加算金、

後期２３ページ３目償還金は、それぞれ前年同額の１千円の計上でございます。

後期２４ページ、４款予備費１項予備費１目予備費は前年同額の４０万円の計

上でございます。後期２５ページですけれども、歳出合計額７８３９万８千円

の計上で前年度比１５５万４千円の増となっております。次に歳入についてご

説明いたしますので後期６ページをお開き願います。１款後期高齢者医療保険

料１項後期高齢者医療保険料１目特別徴収保険料は、現年度分保険料として３

７万５千円増の３０２５万２千円の計上でございます。この保険料につきまし

ては、北海道後期高齢者医療広域連合において試算いたしております。後期７

ページ、２目普通徴収保険料は現年度分及び滞納繰越分として１３９万３千円

減の１８９０万９千円を計上いたしております。この保険料につきましても、

北海道後期高齢者医療広域連合において試算いたしております。後期８ページ、

２款使用料及び手数料１項手数料１目督促手数料は前年同額の１千円を計上い

たしております。後期９ページ、３款国庫支出金１項国庫補助金１目総務費補

助金は７５万６千円の計上でシステム改修費用にかかる補助金であります。後

期１０ページ、４款繰入金１項一般会計繰入金１目事務費繰入金は、広域連合

事務費負担金と後期高齢者医療会計運営に必要な経費を一般会計からの繰入金

として１２５万４千円増の７１０万３千円を計上いたしております。後期１１

ページ、２目保険基盤安定繰入金は低所得者に対する保険料軽減相当分を公費

で負担するもので５６万２千円増の２１３７万２千円を計上いたしておりま 

す。後期１２ページ５款繰越金１項繰越金１目繰越金、後期１３ページ６款諸
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収入１項延滞金加算金及び過料１目延滞金、後期１４ページ２項償還金及び還

付加算金１目保険料還付金、後期１５ページ２目還付加算金、後期１６ページ

３項雑入１目雑入につきましては、それぞれ前年同額の１千円の計上でござい

ます。後期１７ページ、歳入合計７８３９万８千円の計上で前年度比１５５万

４千円の増となっております。以上、後期高齢者医療特別会計の予算説明とさ

せていただきますのでご審議のほどよろしくお願いいたします。 

議長 続きまして介護保険特別会計予算の提案説明を求めます。保健福祉課長。 

保 健 福 祉

課長 

それでは議案第１７号平成３０年度平取町介護保険特別会計予算についてご説

明いたします。介護保険の１ページをお開きください。歳入歳出の予算、第１

条歳入歳出の予算の総額はそれぞれ４億９２７０万円と定めます。なお歳入歳

出予算の款項区分等につきましては第１表歳入歳出予算によります。一時借入

金、第２条地方自治法に規定する一時借入金の最高額は５千万円とします。予

算の流用につきましては、第３条のとおり規定しています。それでは歳出から

ご説明いたしますので介護の３２ページをお開き願います。１款１項１目一般

管理費４７５万１千円の計上です。介護保険事業に必要となる一般的経常経費

で前年度比４４７万７千円の減ですが、これは平成３０年度からの新たな介護

保険計画の策定に向け平成２９年度においてシステム改修委託料５５０万円が

計上されていたため、その分などの減額によるものです。次に３３ページです

が、賦課徴収費として３万２千円の計上です。これは第１号被保険者の保険料

普通徴収分にかかる納入通知書などにかかる経費です。次に３４ページですが、

介護認定調査会費として４２６万８千円の計上です。これは認定調査会の開催

の経費でありますけども、役務費につきましては審査会の資料となる主治医意

見書等の作成のための経費です。負担金は日高西部介護認定審査会の規定に基

づく負担金で、均等割、高齢者人口割による負担となっています。次に３５ペ

ージになりますけども、認定調査費４２万５千円の計上です。これは認定調査

にかかわる経費で調査にかかる旅費や消耗品、遠方にいる住所地特例の方の認

定調査委託料です。認定調査員を１名増員したことによりまして旅費の増、そ

れとともに実績に基づき委託料は１２万円ほどの減ということになっておりま

す。それと次に３６ページになりますけども計画策定費として１３万７千円を

計上しています。これは高齢者福祉・介護保険運営委員会の経費ですが、平成

３０年度からの新たな計画が既に前年度作成されたことから会の回数を４回か

ら３回に減らして開催する報酬と費用弁償ということで計上しております。続

きまして３７ページですけども、居宅介護サービス給付費７８１２万円の計上

です。在宅介護サービスやデイサービス、ショートステイ、福祉用具貸与など

の各種サービスに要する経費ですが実績に基づいて予算計上して、前年度２９

年度より８４万円の減ということで計上させていただいています。次に３８ペ

ージになります。地域密着型サービス給付費６５０４万円の計上です。これは
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地域密着型グループホーム、振内の「こころのホームふれない」における共同

生活介護、小規模デイサービス、訪問通所サービスに要する給付費です。一応

の事業が前年から新規で始めたという事業もあって総体予算で組んでいるとい

う面もありました。それで実績に基づく予算を計上し差引き６２４万円の減と

なったものです。それと次に３９ページになりますけども、施設介護サービス

給付費２億３１９３万円の計上です。この給付費は特別養護老人ホーム、また

リハビリに重点を置いた介護老人保健施設、長期間にわたり療養が必要な方の

介護療養型施設、これらの施設利用のための給付費となっています。前年度よ

り２５２０万円の増となっていますが、これは主に特別養護老人ホーム等への

入所者の増加によるものです。次に４０ページになりますけども福祉用具購入

費、前年度同額の４０万８千円の計上です。これは腰かけ便器また入浴補助用

具など、年間１０万円を限度として個人負担は１割ということで実施している

事業でございます。次に４１ページ、住宅改修費、これも前年度同額の１３２

万円の計上です。要介護者が在宅での生活に必要な手すりの取り付けなど、小

規模な住宅改修に対する給付費で上限額が２０万円、自己負担は１割基本とい

うことになっております。それと４２ページになりますけども、居宅介護サー

ビス計画給付費１７４０万円の計上です。居宅介護支援事業者として町や社協

が行う居宅サービス計画の作成、サービス提供事業者との連絡調整などに要す

る経費です。前年度実績に基づいて４１５万２千円の増としています。次に４

３ページになりますけども、介護予防サービス給付費２５２万円の計上です。

要支援１の方が利用するデイサービスなど在宅サービスに対する給付費で、他

の市町村の施設などに入所している、いわゆる住所地特例、そういう場合にお

いてサービスを利用した場合のための、この予算ということになっております。

一部、事業が総合事業の方に移行したということによって、また前年度の実績

により３１８万円の減ということになっております。続きまして４４ページで

すが、地域密着型介護予防サービス給付費、前年度同額の１２０万円の計上で

す。これは認知症高齢者共同生活介護グループホームにおける要支援２の方を

対象とする給付費、食事や入浴などの生活支援に対するものです。それでは次

に４５ページになりますけども介護予防福祉用具給付費、前年度同額の４０万

８千円の計上です。要支援１または２に認定されている方が福祉用具を購入す

る費用の助成給付費ということになります。次に４６ページですが介護予防住

宅改修費、これも前年度同額の１３２万円の計上です。要支援１、２の方の在

宅での生活に必要な手すりの取り付けなど住宅改修に対する給付費で上限額２

０万円、自己負担は基本１割ということになっています。次に４７ページです

けども、居宅介護予防サービス計画給付費で１８０万円の計上です。これは介

護予防支援事業者、町の包括支援センターですね、居宅サービス計画の作成な

どに要する費用の給付費です。対象者の一部が総合事業、包括支援事業費へ移

行したことによって、その対象者の減によって前年度より９０万円の減という

ことになっています。続きまして４８ページですが、審査支払手数料としまし
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て前年度同額の３７万４千円の計上です。各事業所からの請求に対して国保連

合会が行う審査にかかる支払手数料ということになります。次に４０ページに

なります。高額介護サービス費として前年度同額の１２００万円の計上です。

利用者の１カ月分の自己負担額が高額になり上限額を超えた場合にこの超過分

を支給する費用です。続きまして５０ページになりますけども、高額介護予防

サービス費としまして前年度同額の１万２千円の計上です。要支援者１の方の

世帯で施設入所の高額介護また要支援の予防の方がいる場合は按分によって費

用が発生する場合、補助する経費です。発生頻度と金額はあまり高くないとい

うことで金額的にも低くなっております。次に５１ページになりますけども、

高額医療合算介護サービス費として前年度同額の１３０万円の計上です。これ

も同一世帯で医療と介護の両方のサービスを利用した場合に、年単位で自己負

担の軽減を図るためのものの経費です。続きまして５２ページですが、高額医

療合算介護予防サービス費として前年度同額の１万２千円の計上です。合算世

帯の要支援１の方に対する費用です。続きまして５３ページですが、特定入所

者介護サービス費として２９４０万円の計上です。これは所得の低い方に対し

て、その所得に応じた自己負担の上限が設けられていて、これを超えた方の費

用であり食事・居住費などの負担軽減を図るための費用です。前年度実績より

６０万円の増ということになっております。次に５４ページですが、特定入所

者介護予防サービス費として前年度同額の７万２千円の計上です。これも要支

援１の方を対象とする助成分です。次に５５ページですが、介護予防・生活支

援サービス事業費としまして１９７８万７千円の計上です。要支援１・２の方

の訪問通所サービス費、食の自立支援としての配食サービス事業の委託料です。

なお配食サービスの件数の増加と新たな短期集中予防サービスとしてのリハビ

リ事業を実施しますが、これは新たに、昨年補正の中で実施した事業、リハビ

リですね、前年は実績に基づく今回の予算の積算によりまして昨年の実績に基

づいて予算を積算し直して１２８万円ほどの減額ということにしております。

それでは次に６６ページですが、介護予防ケアマネジメント事業費として１２

万３千円の計上です。これは住所地特例によってサービスを利用する場合、市

町村や事業所などにケアマネジメントを委託する場合の経費です。前年度より

６万２千円の減ということにしております。続きまして５７ページになります

けども、一般介護予防事業費３６３万８千円の計上です。この事業につきまし

ては地域のすべての高齢者を対象に、元気でいるためのさまざまなサービスと

しまして住民主体の通いの場、いわゆるサロンの開設支援、また介護予防教室

の実施の他、今年度は地域貢献での介護予防としてボランティアポイント事業

を新たに実施することとし、これは地域介護予防活動支援事業委託料なんです

が、９３万４千円を計上したことによりまして総体的に前年度比で３６万円８

千円の増ということになっております。続きまして５８ページですが包括的支

援事業費１１５０万６千円の計上です。地域包括支援センターの運営などにか

かわる経費であります。前年度より２６０万円の増額でありますが、これは高
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齢化が進展する中、介護調査の認定件数が年々大きく増えていて介護調査員１

名の増員による賃金の増ということになっております。委託料においては地域

包括支援体制の整備に伴うシステムの改修による費用の増、また権利擁護など

も含め地域包括支援にかかわる総合相談支援業務を社会福祉協議会に委託する

経費の計上などによることによっての増となっております。それでは次に５９

ページですが、任意事業費として２７０万２千円の計上です。平取町が任意で

展開する事業であり、食の自立支援事業としての配食サービス、認知症サポー

ター養成講座、認知症共同生活施設の家賃補助などが主な事業であります。昨

年度より１２２万２千円の減となっていますが、これは食の自立支援事業のう

ち任意事業費から総合事業費、介護予防生活支援サービス事業費への予算の振

替えによるものです。また扶助費ではこころのホームふれないなど入所する方

の家賃の補助ということで認知症対応型共同生活介護事業所家賃、これについ

ては実績による減額ということになっております。続きまして６０ページにな

りますけども、審査支払手数料として４万５千円の計上です。総合事業にかか

わるもので各事業者からの審査請求に応じて、国保連合会が行う審査にかかわ

る支払手数料です。実績に合わせた額を計上しております。次に６１ページに

なりますけども、介護給付費基金積立金４万６千円の計上です。介護給付費支

払準備基金の利息です。基金の減少により前年より減少しておりますけども、

０．１３％ということで計算して載せてあります。それでは次６２ページにな

りますけども利子で前年度同額の１万円の計上です。これは一時借上した場合

の利息ということです。それと６３ページになりますけども、第１号被保険者

保険料還付金として前年度同額の７万４千円の計上です。６５歳以上の第１号

の被保険者に対して保険料の還付が生じた場合の予算措置であります。最後に

６４ページになりますけども予備費５０万円の計上です。以上、歳出合計４億

９２７０万円の計上です。前年度対比１４３０万円の増額になります。次に歳

入をご説明しますので介保の７ページをお開きください。それでは１款１項１

目第１号被保険者６５歳以上の保険料８８５０万９千円の計上です。前年度比

２２６２万９千円の増ですが、これは国の法改正によりまして第１号被保険者

の負担割合が２２％から２３％に増えたことと、それと平成３０年度からの第

７期介護保険事業計画に基づき介護保険料基準額が月額３５００円から保険料

の伸び４８００円に引き上げられたことが要因となっています。滞納繰越分は

滞納額の１５％の収入を見込み３０万円としています。次に８ページですが、

督促手数料２千円の計上です。次に９ページ、３款国庫支出金、介護給付費国

庫負担金７６００万９千円です。前年度対比で２４７万１千円の増です。これ

は施設入所者が増えたことによる介護給付費の増によるものです。次に１０ペ

ージですけども、国庫補助金、調整交付金２９７９万５千円です。これは全国

水準との格差調整のための交付金で、後期高齢者の割合や所得分布により、要

介護者の出現率や保険料の基準額が全国平均の数字になるように調整を図るた

め国から交付されるものです。平成２９年度より９７万８千円の増となってお
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ります。次に１１ページの国庫補助金、地域支援事業交付金ですが５８９万８

千円の計上です。要支援１・２の方を対象とした介護予防・生活支援サービス

事業、一般介護予防事業などの訪問通所介護に要する経費の２５％分です。次

に１２ページになりますけども、国庫補助金、包括支援事業交付金５４７万１

千円の計上です。包括的事業は地域包括支援センターの運営経費であり、任意

事業は食の自立支援事業が主な事業であり、その経費の３８．５％の割合で計

上しております。次に１３ページですが、国庫補助金、介護保険事業費補助金

４１万９千円の計上です。これは介護保険システム改修費の費用補助ですが、

昨年度は第７期の新たな計画策定のための大規模なシステム改修があったこと

から、その分２３３万円ほどの減ということになっています。次に１４ページ、

４款支払基金交付金、介護給付費交付金１億２００５万８千円の計上です。こ

れは支払基金の負担分ということで定められた割合の２７％の負担分です。第

２号被保険者４０歳から６４歳までの方の保険料ということになります。次に

１５ページですが、地域支援事業交付金として６３７万円の計上です。介護予

防・生活支援サービス、一般介護予防事業、その他諸費の支払基金の負担割合

は２７％ということで計上させていただいています。続きまして１６ページ５

款道支出金ですが、介護給付費道負担金として６８５０万５千円の計上です。

介護給付費施設分１７．５％、介護給付費その他分１２．５％が道負担分とし

て計上をしております。次に１７ページですが、地域支援事業交付金として２

９５万円の計上です。介護予防・生活支援サービス事業、一般介護予防事業、

その他諸費の道の負担割合１２．５％分を計上しております。次に１８ページ

ですが、包括支援事業交付金２７３万６千円の計上です。この包括的支援事業

ですが地域包括支援センターの運営経費であり、任意事業は食の自立支援事業

が主な事業で、道の負担割合は１９．２５％となります。次に１９ページにな

りますが６款財産収入です。利子及び配当金としまして４万６千円の計上です。

介護保険支払準備基金の利子です。基金残高に０．１３の利率で掛けて計算し

ております。それで次に２０ページですが７款繰入金です。一般会計の介護給

付費繰入金として５５５８万２千円の計上です。これは介護給付費に対する町

の一般会計の繰入金で、決められた割合として１２．５％の負担となっており

ます。次に２１ページですが、地域支援事業費の繰入金２９５万円の計上です。

地域支援事業に対する一般会計繰入金で、事業費は１２．５％の負担となりま

す。次に２２ページですが、包括支援事業繰入金２７３万６千円の計上です。

地域支援事業の包括的、任意事業に対する町の一般会計からの繰入金で給付費

の１９．２５％の負担となります。次に２３ページですが、低所得者保険料軽

減繰入金１１６万９千円の計上です。この保険料の算定に当たりましては、所

得階層により９段階に区分されています。その中で最も所得が低い第１段階の

世帯に対して、消費税の増税の絡みでさらに保険料の５％の軽減を図るもので

す。これについては、国・道・町で費用を負担することになります。次に２４

ページですが、その他一般会計繰入金としまして９１９万４千円の計上です。



- 39 - 

歳出の１款総務費は介護保険の運営上必要な事務的経費で、国や道からの補助

が基本的ないことから全額一般会計の負担となります。平成２９年度は新たな

計画策定ということもあってこの分の経費がありましたけども、それが減って

２５０万円程度の減となっております。次に２５ページになりますけども、介

護保険給付費準備基金繰入金として１３４１万９千円の計上です。介護保険制

度の介護給付費につきましては国・道・町それぞれの割合で負担し、さらに２

号被保険者の負担分として、支払基金、また第１号被保険者からの保険料で賄

っていますが、それでも給付費に不足を生じる場合や保険料の軽減のために基

金を取崩し補てんするものです。２６ページになりますけども、繰越金として

５０万円の計上です。それでは２７から２９ページまでは第１号被保険者の保

険料延滞金、過料、預金利子ということで、それぞれ１千円ずつを計上してお

ります。それでは次３０ページになりますけども、雑入として７万９千円の計

上です。雇用保険被保険者負担金、その他の雑入です。以上、歳入歳出合計４

億９２７０万円、前年度比１４３０万円の増となっております。以上、平成３

０年度平取町介護保険特別会計予算の説明を終わります。 

議長 休憩します。再開は３時５分といたします。 

   （休 憩  午後 ２時５５分） 

   （再 開  午後 ３時 ５分） 

議長 再開します。続きまして簡易水道特別会計予算について提案説明を求めます。

建設水道課長。 

建 設 水 道

課長 

議案第１８号、平成３０年度平取町簡易水道特別会計予算についてご説明申し

上げます。第１条歳入歳出予算でありますが、歳入歳出予算の総額をそれぞれ

２億７５３５万５千円とするものであります。第２項において、歳入歳出予算

の款項の区分及び当該区分ごとの金額は第１表歳入歳出予算によることとして

おります。第２条において、地方自治法の規定により起こすことができる地方

債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は第２表地方債によるも

のとしております。第３条において、一時借入金の限度額を５０００万円とす

るものでございます。それでは、歳入歳出事項別明細の歳出からご説明申し上

げますので１５ページをご覧願います。前年対比において大きく増減になる部

分にのみ説明申し上げます。３歳出、１款１項１目一般管理費で２６８４万１

千円を計上しており、前年対比２３９万円の減となっております。１３節委託

料において３０７万８千円の減となっているのは、水道料金システムの更新業

務が平成２９年度で完了したことによるものであります。２７節公課費は、消

費税納付額として５０万２千円を計上いたしました。次の１６ページをお開き

願います。２款１項１目維持管理費で４０１６万円を計上しており、前年対比
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１７５万７千円の減となっております。１１節需用費におきまして、１９１万

１千円の減につきましては修繕料において１３１万４千円、光熱水費４３万２

千円、燃料費１２万３千円の減によるところでございます。１３節委託料にお

いて３８万８千円の増につきましては、水道検査委託料が増額したことにより

４１万４千円増額になります。次の１７ページをご覧ください。２款１項２目

建設改良費で９３７２万７千円を計上しており、前年対比１２８０万円の減と

なっております。１３節委託料におきましては、貫気別地区の配水管整備の実

施設計委託料として１０１４万円を計上し前年対比２６８万円の減となってお

ります。１５節工事請負費につきましては、量水器取替、貫気別地区の配水管

整備、計装設備の更新、平取南地区函渠工事にかかる水道管の移設の４工事の

事業費、７８３６万円を計上しております。前年対比９５７万円の減となって

おります。１８節備品購入費につきましては、本年度のメーター器の更新３２

５台分の５２０万円を計上しております。次に１８ページをお開き願います。

３款１項１目元金で９０４９万４千円を計上しておりますが、これは水道施設

整備事業債の償還金でございます。次、１９ページをご覧ください。３款１項

２目利子で２３６３万３千円を計上しておりますが、これは水道施設整備事業

に伴う起債の償還利子でございます。２０ページをお開きください。４款１項

１目予備費でありますが、前年同額の５０万円を計上しております。次、２１

ページをご覧願います。歳出の合計は２億７５３５万５千円となり、前年対比

１５２９万５千円の減となります。続いて、歳入のご説明をいたしますので７

ページをお開き願います。２歳入、１款１項１目使用料で１億３２５０万円を

計上しております。前年対比２５０万円の減となっております。これは２９年

度の実績を基に算出したもので、内訳といたしましては現年度分１億２９５０

万円と、滞納繰越の分３００万円を見込んでおります。次、８ページをお開き

願います。１款２項１目手数料におきましては、前年同額の２０万円を見込ん

でおります。次、９ページをご覧願います。２款１項１目簡易水道施設費国庫

補助金につきましては、貫気別地区の配水管整備事業と計装設備の更新事業を

合わせて１２１８万１千円を見込んでおります。次、１０ページをご覧くださ

い。３款１項１目繰越金は、前年同額の５０万円を計上しております。次、１

１ページをご覧ください。４款１項１目一般会計繰入金で６２２７万３千円を

計上し、前年対比１１４７万２千円の減となっております。これは水道会計の

財源不足を一般会計に求めたものでございます。次に１２ページをご覧くださ

い。５款１項１目歳入で１千円を計上しております。次、１３ページをご覧く

ださい。６款１項１目簡易水道事業債につきましては６７７０万円を計上し、

前年対比９３０万円の増となっております。これは水道施設整備事業に伴う国

庫補助金以外の財源を起債に求めたものでございます。次、１４ページをご覧

ください。歳入の合計は２億７５３５万５千円で、前年対比１５２９万５千円

の減となっております。次に第２表の地方債についてご説明申し上げますので

４ページをご覧願います。この表は、起債の目的、限度額、起債の方法、利率、
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償還方法を定めたもので、平成３０年度は記載してある２事業に充当する限度

額を６７７０万円とするものでございます。以上、簡易水道特別会計について

ご説明申し上げましたのでご審議のほどよろしくお願いします。 

議長 それでは、最後に国民健康保険病院特別会計予算について提案説明を求めます。

病院事務長。 

病 院 事 務

長 

議案第１９号、平成３０年度平取町国民健康保険病院特別会計予算についてご

説明申し上げます。第１条、平成３０年度平取町国民健康保険病院特別会計の

予算を次のように定めようとするものでございます。第２条は業務の予定量で

ございます。１．業務量、（１）本院の病床数は一般病床の４８床でございます。

年間患者数は入院が１万４６００人、外来は２万６７３０人の患者数を予定し

ております。１日平均患者数は入院が４０人、外来は１１０人を見込んでおり

ます。次に、（２）振内診療所でございますが、年間外来患者数は３２００人で、

１日平均３２人を予定しております。訪問診療は年間患者数１３００人、１日

平均１３人を予定しております。２．主要な建設改良事業となります。事業は、

平取町国民健康保険病院改築事業、事業費６億９５３８万７千円を予定してお

ります。次に、第３条の収益的収入及び支出の予定額を次のとおりとするもの

でございます。収入支出とも同額の７億３０４１万３千円を予定しております。

予算内容につきましては予算説明書でご説明いたします。次のページをご覧願

います。第４条の資本的収入及び支出の予定額を次のとおりとするものでござ

います。資本的収入の予定額を１３億９７９万８千円とし、資本的支出の予定

額を１０億６６６７万９千円としております。収入予定額が支出予定額を上回

っておりますが、これは病院改築の継続費の平成２９年度支出に繰り越しが生

じたため、その財源について起債の発行を見込んでおりましたが、その発行が

平成３０年度となるため繰越事業費に相当する部分の企業債を収入として予算

措置したことによります。起債について次年度で発行する場合は、次年度の起

債限度額の拘束を受けることになるため平成３０年度で予算議決を受けようと

するものでございます。次に第５条起債の借入限度額等を定めるものでござい

ます。平取町国民健康保険病院改築事業と医療機器備品等整備事業の財源とし

て発行を予定しております。限度額は平取町国民健康保険病院改築事業が８億

８６８０万円、医療機器・備品等整備事業が２億７４００万円を予定し借入条

件等は記載のとおりでございます。次に、第６条の一時借入金の限度額を１５

億円と定めるものでございます。第７条は議会の議決を得なければ流用するこ

とのできない経費となりますが、対象となる経費は職員給与費が４億７６７０

万６千円とし、交際費が３０万円としております。次に第８条は、たな卸資産

の購入限度額を７０００万円と定めるものでございます。次に、第９条は重要

な資産の取得となります。平成３０年度で改築にかかる医療機器を整備いたし

ますが、その中で重要となる医療機器で、ＣＴ装置、レントゲン装置、医療画
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像保管伝送システムを導入する予定となっております。以上が、平成３０年度

平取町国民健康保険病院特別会計予算案となります。続きまして、予算の内容

を説明させていただきます。次のページをご覧願います。平成３０年度平取町

国民健康保険病院事業特別会計予算実施計画書（総括）でございます。まず、

収益的収入及び支出の収入のうち第１款病院事業収益が、本年度予算額７億３

０４１万３千円となり、前年度比較２１４１万４千円の減となっております。

１項医業収益は４億１４７９万７千円で、前年度比較１９２０万円の減となっ

ております。目に関する予算額は予算説明書でご説明いたしますので省略させ

ていただきます。次に、２項医業外収益は３億１５６１万５千円で２２１万４

千円の減となっております。３項特別利益は１千円を見込んでおります。次に、

支出の１款病院事業費用、本年度の予算額は７億３０４１万３千円としており

ます。１項医業費用は７億２３３０万６千円で、前年度比較２４２２万９千円

の減となっております。２項医業外費用は５９０万７千円で、前年度比較２８

１万５千円の増となっております。３項特別損失は２０万円を予定しておりま

す。４項予備費は前年度同額の１００万円としております。次のページをご覧

願います。資本的収入及び支出となります。１款資本的収入は１３億９７９万

８千円となり、前年比較３億７９４５万１千円の増となります。１項一般会計

負担金は８２０４万７千円で、前年比較７３３７万５千円の増となっておりま

す。２項企業債は改築事業関係医療機器備品等整備の財源として、平成３０年

度借入予定の１１億６０８０万円を予定しております。３項国民健康保険特別

会計負担金は１８７１万１千円を予定しております。４項補助金は改築事業に

かかる補助金４８００万円を予定しております。５項奨学資金等貸付金償還金

は２４万円を見込んでおります。次に支出になりますが、資本的支出は本年度

予算額１０億６６６７万９千円となり前年度比較１億２９８２万円の増となり

ます。１項企業債償還金は本年度予算額２９万７千円で、前年度比較６７万４

千円の減となります。２項長期借入金償還金は一般会計借入金の償還分４４０

万円となります。３項建設改良費は病院改築事業と医療機器等の整備などを予

定して１０億５８７５万４千円を予定し、前年比較１億３０４９万４千円の増

となっております。４項貸付金は看護科学校への奨学資金と看護職資格取得資

金として３２２万８千円を予定しております。次のページをご覧願います。平

成３０年度平取町国民健康保険病院事業特別会計予算説明書を説明いたしま 

す。まず収益的収入の１款１項１目入院収益ですが、１日平均患者数を４０人、

年間患者数を１万４６００人とし、１日当たりの診療単価を１万５１００円と

見込んでおります。それにより入院収益が２億２０４６万円を予定し、前年度

比較１６５３万５千円の減を見込んでおります。次に１款１項２目外来収益で

すが、本院は１日平均１１０人、延患者数２万６７３０人、診療単価を４４０

０円として見込んでおります。振内診療所は１日平均３０人、延患者数３２０

０人、診療単価が５２００円を見込んでおります。訪問診療につきましては１

日平均患者数１３人、延患者数１３００人、診療単価が６６００円を見込んで、
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外来収益を本院・振内診療所あわせて１億４２８３万２千円を予定しており、

前年度比較３３万４千円の増としております。次に１款１項３目その他医業収

益ですが、本年度予算額は５１５０万５千円、前年度比較２９９万８千円の減

となっております。１節室料差額収益は７０万円、２節公衆衛生活動収益は８

００万円、３節自動車収益は５千円でそれぞれ前年度と同額としております。

４節その他医業収益は、各種予防接種、健診などと収入調整なども勘案しまし

て４２８０万円を計上しております。次のページをご覧願います。１款２項１

目受取利息配当金でございます。本年度予算額５千円を予定しております。次

に２目他会計負担金ですが、本年度予算額は２億９４５０万円で前年度同額と

なっております。１節の一般会計負担金は繰入金を２億９千万円計上し前年度

同額となっております。２節国民健康保険特別会計補助金として、救急患者受

入体制支援事業に該当する夜間休日の医師確保に対する経費の助成金４５０万

円を国保会計からの繰入金として計上しております。次の３目患者外給食収益

は９０万円とし、前年度同額としております。４目その他医業外収益は本年度

予算額２０２１万円で、前年度比較２２１万４千円の減となっております。１

節その他医業外収益は６４７万円を計上しております。職員住宅の使用料や休

日夜間診療確保対策費補助金などとなります。２節長期前受金戻入は取得した

資産の財源となった収入額について減価償却見合分を収益化するものとなりま

す。１３７４万円を計上しております。次の１款３項１目特別利益ですが１千

円を計上しております。次のページをご覧願います。収益的支出予算となりま

す。まず１款１項１目給与費でございます。本年度は４億７６７０万６千円と

なり、前年度比較２９５３万３千円の減となります。１節給料は医師３名、職

員２９名の１億４６８０万円、前年度比較１３９０万円の減となります。２節

手当は、各種手当として１億５７９万９千円を計上しております。７６５万３

千円の減となっております。３節報酬は９８０４万８千円で、そのうち嘱託職

員報酬６９０４万８千円となり、この中には振内診療所医師１名分の給与が含

まれております。嘱託医師等業務報酬として出張医師等の報酬を２９００万円

を計上しております。常勤医師の負担軽減を考慮し出張医などを依頼いたしま

す。前年度比較８５万円の減となっております。４節法定福利費は本年度予算

額７０９１万１千円で、前年度比較４３９万４千円の減となっております。５

節退職給与金は本年度予算額３４４４万４千円で、前年度比較１１８万９千円

の減となっております。６節賞与引当金繰入金は本年度予算額２０７０万４千

円となり、前年度比較１５４万７千円減となります。次のページをご覧願いま

す。１款１項２目材料費でございます。本年度予算額５７１９万８千円を計上

しております。前年度比較４５１万１千円の減となっております。１節薬品費

は１８００万円を計上し２４０万円の減としております。２節診療材料費は３

８４９万８千円を計上しております。前年比較では２１１万１千円の減となっ

ております。３節医療消耗備品費は５０万円を計上し、４節給食消耗備品費も

前年同額の２０万円としております。次のページをご覧願います。１款１項３
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目経費でございます。本年度予算額１億６８０５万３千円を計上し、前年度比

較１１６６万８千円の増となっております。１節賃金は４００万円、２節旅費

交通費は３３０万円、３節職員被服費は９０万円を計上し前年度同額としてお

ります。４節消耗品費は２７０万円を計上し、前年度比較１０万円増としてお

ります。５節消耗備品費は１５０万円、６節会議費は１０万円を計上し前年度

同額となります。７節光熱水費は５９０万４千円で１５万６千円の増としてお

ります。８節燃料費は９３１万５千円を計上し３６万７千円減としております。

９節食糧費は４０万円を計上し、１０節印刷製本費は１００万円を計上し、そ

れぞれ前年同額としております。１１節使用料及び手数料は１１６８万７千円

を計上し、前年度比較２１１万円の増となっております。増の主なものについ

ては、医師等の紹介手数料として医療職員の確保のための紹介料を増額したこ

となどがあります。次のページをご覧願います。１２節通信運搬費は１０３万

６千円を計上し前年度同額となっております。１３節保険料は１５７万８千円

を計上し、前年比較で４万１千円の増となっております。１４節建物修繕費は

２７０万円、１５節車両及備品修繕費は２００万円を計上し、それぞれ前年同

額としております。１６節賃借料は３０万円を計上し、前年度比較２万４千円

の減となっております。次のページをご覧願います。１７節委託料は１億１７

４９万３千円を計上し、前年度比較９６６万２千円の増となっております。主

な増の要因としましては、現在出産休暇、病気休暇の看護師が２名おりますが、

その職員が復帰できない場合の一時的な補充職員として派遣職員で対応をとる

経費を計上しております。１８節交際費は３０万円で全額となっております。

１９節諸会費は１１９万円を計上し前年度比較１万円減となっております。２

０節雑費は５０万円を計上し前年度同額となっています。次のページをご覧願

います。２１節修繕引当金繰入額は前年度と同額の１０万円を計上しておりま

す。２２節貸倒引当金繰入額も前年同額の５万円を計上しております。次に１

款１項４目減価償却費でございます。本年度予算額は１９８４万９千円を計上

し、前年比較１８５万３千円の減となっております。１節建物減価償却費から

５節リース資産償却費の当年度償却予定額を計上しております。次に、１款１

項５目資産減耗費でございます。１節たな卸資産減耗費は５万円、２節固定資

産除却費は１０万円を計上しております。次に１款１項６目研究研修費でござ

います。本年度予算額１３５万円を計上し前年度同額となっております。１節

図書費は２５万円、２節旅費交通費が１００万円、３節研究雑費が１０万円を

計上し、それぞれ前年度同額となっております。次のページをご覧願います。

１款２項医業外費用１目支払利息及企業債取扱諸費でございます。本年度予算

額は４５０万７千円を計上しており、前年度比較２７１万５千円の増となりま

す。起債の借入れによる利息や資金繰りのための借入れを行うことにより利息

が増えることによります。次に、１款２項２目消費税でございます。１４０万

円を計上し前年度比較１０万円増となっております。次に１款３項１目特別損

失でございます。本年度予算額２０万円を計上し前年度同額としております。
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次の予備費は前年同額の１００万円を計上しております。次のページをご覧願

います。資本的収入の説明になります。１款１項１目一般会計負担金でござい

ます。資本的支出に伴う財源として一般会計からの繰入れを計上するものでご

ざいます。資本的支出の特定財源を除いた支出額に対する一般会計の負担分と

して８２０４万７千円を計上しております。病院改築にかかる工事費や医療機

器等整備の特定財源を除いた事業費不足分を繰入れするものでございます。次

に１款２項１目企業債でございます。改築事業にかかる財源として１１億６０

８０万円の起債の発行を予定しております。改築事業にかかる部分は８億８６

８０万円、医療機器・備品等整備には２億７４００万円を予定し、改築事業分

の中には継続費として繰越しが生じているためその財源の起債を３０年度で発

行することにより、支出予算で措置していない部分の起債額も含めた予算とし

ております。次に１款３項１目国民健康保険特別会計負担金でございます。国

民健康保健特別会計からの繰入金として、１８７１万１千円を計上しておりま

す。これは医療機器購入等病院改築にかかる１款４項補助金の対象外の部分に

なりますけれども、その部分に対する事業に対する国民健康保険特別調整交付

金の国費及び道費の助成相当額を国保会計からの負担金として計上しておりま

す。次に１款４項１目補助金でございます。病院建設にかかる国庫補助金のサ

ステナブル建築物等先導事業補助金を４８００万円予定しております。次に１

款５項１目奨学資金等貸付金償還金でございます。奨学資金の貸付金の償還と

して２４万円を見込んでおります。次のページをご覧願います。資本的支出に

なります。１款１項１目企業債償還金でございます。本年度予算額は２９万７

千円を計上し、前年度比較６７万４千円の減となっております。次に１款２項

１目長期借入金償還金でございます。平成２２年度において一般会計から４４

００万円の運転資金として借入れたものを１０年で元金均等償還することとし

て８回目の償還分４４０万円を計上しております。次に１款３項建設改良費１

目資産購入費でございます。本年度予算額は３億６３３６万７千円を計上し、

前年度比較３億５６１０万７千円の増となっております。１節医療機器購入費

は改築に伴う医療機器の導入費として３億円を計上しております。２節は一般

備品購入費も改築に伴う備品として６０００万円を計上しております。３節リ

ース資産購入費は医療機器などのリース料の支払いとして３３６万７千円を計

上しております。次に１款３項２目建設工事費でございます。本年度予算額は

６億９５３８万７千円を計上し、前年度比較２億２５６１万３千円の減となっ

ております。１節は委託料として、病院改築にかかる工事管理委託業務を継続

事業として計上し、改築に関連する事業で医師住宅の実施設計業務と、移転後

の院舎の解体実施設計を含めて３５１６万８千円を計上しております。２節工

事費は、継続事業の改築工事費と車庫倉庫建設工事を合わせて６億６０２１万

９千円を計上しております。次に１款４項貸付金１目看護職員奨学資金等貸付

金でございます。奨学資金貸付金は看護師資格を取得するための学校へ入学し

ている学生に対して２６２万８千円を計上しております。前年度と同額になり
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ます。２目の看護職資格取得資金貸付金は、当院の准看護師が看護師資格を取

得するための貸付金６０万円計上しております。次のページをご覧願います。

１６ページから２０ページは給与費明細書となりますが、昨年度の当初予算と

の比較となっておりますので詳細の説明は省略させていただきます。２１ペー

ジをお開き願います。平成３０年度平取町国民健康保険病院事業予定キャッシ

ュフロー計算書でございます。３０年度の資金の動きの情報となります。１年

間の資金の受入れ支出の予定を記載したものとなります。１の業務活動による

キャッシュフロー、２の投資活動によるキャッシュフロー、３の財務活動によ

るキャッシュフロー等、３つに区分した資金移動の予定になります。それぞれ

の項目の資金の詳細の説明は省略させていただきます。１番下に、資金期首残

高と資金期末残高が記載しておりますけれども、３０年度末資金残高が９５６

万７千円と見込んでおります。次のページをご覧願います。平成３０年度平取

町国民健康保険病院事業予定貸借対照表でございます。平成３１年３月末の予

算執行後の残高見込みとなります。まず左側資産の部、１．固定資産ですが（１）

の有形固定資産のイ．土地からト．建設仮勘定の項目を合わせまして、２４億

６５３８万８千円の残高となっております。次に（２）無形固定資産は、イ．

電話加入権からハ．無形リース資産の項目を合わせまして６１６万６千円とな

ります。（３）投資その他資産が、イ．前払退職手当組合負担金からロ．奨学資

金等貸付金を合わせまして４２６９万１千円となります。固定資産の合計が２

５億１４２４万５千円を見込んでおります。２．流動資産ですけれども、現金

預金、未収金、貯蔵品として流動資産合計が５８３１万７千円を予定しており

ます。それによりまして、資産合計が２５億７２５６万２千円を見込んでおり

ます。次に、右側の負債の部の３．流動負債でございますが、（１）の一時借入

金から（７）の預り金までの残高が１億４１３９万１千円を予定しております。

次に４．固定負債でございます。（１）の企業債から（４）引当金までの残高が

２０億２９２６万４千円を予定しております。５．繰延収益になりますけれど

も、（１）の長期前受金から（３）の建設仮勘定長期前受金までの残高が２億４

９４１万６千円を予定しております。負債の合計が２４億２００７万１千円を

予定しております。次に資本の部でございます。６．資本金ですが、（１）自己

資本金として２億１４１万４千円の残高を予定しております。７．剰余金は（１）

資本剰余金のイ．その他資本剰余金が７９６万１千円となります。（２）の利益

剰余金は、△５６８８万４千円を予定しております。剰余金合計が△４８９２

万３千円となり、資本合計が１億５２４９万１千円を予定しております。負債・

資本合計が２５億７２５６万２千円を見込み、左右同額で平成３０年度末予定

貸借予定表となります。次のページをご覧願います。昨日提出した補正予算を

見込まない額での２９年度の予定損益計算書となります。平成２９年度の決算

見込みとなりますが１．医業収益から４．医業外費用の各金額の説明は省略さ

せていただき、経常損失の欄、平成２９年度補正予算を見込まない損失になり

ますけれども、５５１５万６千円を見込み特別利益損失を含めた平成２９年度
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純損失が５５１５万６千円となる決算を見込んでおります。前年度の繰越欠損

金が１７２万８千円ありますのでこの額を加算した５６８８万４千円が累積欠

損金となる予定です。補正予算を提出させていただいておりまして、議決を得

ておりますので、この額から繰入れをする額を差引いた額が実際の決算見込み

になります。次のページをご覧願います。平成２９年度の予定貸借対照表にな

ります。今ご説明した予定損益計算書の数字に基づいた予定貸借対照表となり

ます。補正が含まれていない額となっておりますが、各項目の数値については

説明を省略させていただきます。次のページをご覧願います。継続費について

前々年度末までの支出額、前年度末までの支出額又は支出額の見込み及び当該

年度以降の支出予定額並びに事業の進行状況等に関する調書でございます。平

成２９年度からの継続費に関する調書になります。事業名は平取町国民健康保

険病院新築工事と平取町国民健康保険病院新築工事監理委託業務の２件で、平

成２９年度、３０年度の２カ年の事業となります。年割額等の事業費は記載の

とおりとなりまして、前年度末までの支出見込額の欄で、新築工事が５億９１

８０万円、当該年度支出予定額が９億７８０万円となります。工事監理委託業

務については前年度末までの支出見込みは執行がなく、当該年度支出予定額２

４００万円となります。平成３０年度に建物の完成医療機器等の整備を行いま

して、平成３１年春に新病院での診療を開始する予定となっております。病院

経営につきましては大変厳しい状況が続いておりますが、住民が安心して診療

を受けられるよう医療サービスの向上を目指して参りますので、平成３０年度

予算案に対するご理解をお願いいたします。以上、病院会計の説明を終わらせ

ていただきますのでご審議のほどよろしくお願いいたします。 

議長 以上で、議案第１４号から議案第１９号までの平成３０年度各会計予算の説明

が終了いたしました。 

お諮りします。 

ただいま提案がありました平成３０年度平取町各会計予算については、議会運

営基準１１１先例１により議員全員で構成する予算審査特別委員会を設置しこ

れに付託して審査したいと思います。ご異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。従って日程第２議案第１４号から日程第７議案第１９号

までの平成３０年度平取町各会計予算については、予算審査特別委員会に付託

し審査することに決定しました。 

お諮りします。 

ただいま設置されました予算審査特別委員会の正副委員長の選挙については、

議長の氏名推薦により行いたいと思いますがご異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。したがって予算審査特別委員会の正副委員長の選挙につ

いては議長が指名推薦することに決定しました。それでは指名をいたします。
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予算審査特別委員会委員長には、貝澤真澄委員。副委員長には松澤以久子委員

を指名します。以上のとおり氏名推薦しますが、ご異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。したがって予算審査特別委員会委員長には貝澤委員、副

委員長には松澤委員と決定しました。以上で本日の日程はすべて終了いたしま

したので、これをもって散会といたします。なお、本定例議会は明日７日から

１１日までは休会といたしまして１２日に再開いたします。よろしくお願いを

いたします。なおこの後、４時から正副議長室で議会運営委員会を開催します

ので関係委員の出席をお願いいたします。今日は大変ご苦労様でございました。

（閉 会 午後３時５１分）


